
 

 

第３２回 

東北脊椎外科研究会 

プログラム・抄録集 
 

主題 

「脊椎手術の低侵襲化 

-患者・医療者・社会に対して-」 

 日時：令和４年１月２２日(土) ８：２０～ 

 会場：Ｌｉｖｅ Ｗｅｂ開催 （事前登録必要） 

 

第３２回 東北脊椎外科研究会 

会長  千葉 克司 

 

ₔ 990- 8545    TEL  023- 682- 1111 
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↓─ ⁸ 32 ╩ ↕∑≡™√∞ↄ↓≤╩⁸

⌐ ∂╕∆⁹ ◖꜡♫►▫ꜟ☻ ─ ⅜ ╩ ╢∫≡™╢ ─

∞∫√√╘⁸ ⌐ ⅝⁸ WEB ⌐⌂╡╕⇔√↓≤│≤≡╙

≢⁸⅔ ┘ ⇔ →╢ ≢∆⁹ 

↓─ │⁸ ─ ⅜ ⌐ ™⁸fa ce to face ⌐ ⇔≡↓

∕⁸ ─№╢╙─≢│⌂™⅛≤ ⅎ≡⅔╡╕⇔√⁹╕↕⅛⁸ ⌐ ∆╢↓≤

⅜≢⅝⌂™ ⅜ ⅝╢↓≤⌂≥ 2 ╕≢│ ╙⇔≡⅔╡╕∑╪≢⇔√⁹

╕≢ ∞∫√↓≤⅜ ≢⌂ↄ⌂╢↓≤⌐ ⇔≡⁸ ╩ ╘╠╣≡™╢

≤╙ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

│ ╩₈ ─ Ί ה ה ⌐ ∑↕≥₉כ≡⇔

≡™√∞⅝╕⇔√⁹ ≤│™╤™╤⌂ ╩ ≈≤ ™╕∆⁹ ╙

™≈ↄ↓≤│√ↄ↕╪№╢≤ ™╕∆⅜⁸ ⌐ ⅜ ↕™∞↑≢⌂ↄ⁸

⅜ ™⁸ ⅜ ⌂™⁸ ┌ↄ⅜ ⌂™⁸ ⅜ ↄ ╣╢↓≤≢ ⅝

⌐≈⌂⅜╢⁸ ↕╪⅜ ↄ ≢⅝╢↓≤≢⁸ ⌐ ⌐

╟╢ ╩ ⌐≤≥╘╢⌂≥⁸™╤™╤⌂ ⌐ ⅜∫≡™⅝╕∆⁹ ⅛⌐

╩⅛↑╢─≢│⌂ↄ⁸ ⌐╦√╢ ↓∕⅜⁸╕↕⌐ ⌂

╩ ∆ ╡ ╖⌐ ╪≢™↑╢─≢│⌂™≢⇔╞℮⅛⁹ 

∕╣⌐ ⇔≡ │⁸ ╙ ─ ╩ ⇔≡™╢ ≤

ⅎ╢⁸ MIST ─ ≢№╢⁸

─ ⌐⅔ ™⇔≡⅔╡╕∆⁹₈ ─ Ί ⅛╠

↔≢ꜟ♩▬♃℮™≥₉כ≢╕ ™√∞↑╢≤™℮↓≤≢⁸ ─

≢№╢ ⅛╠ ─ ⌂ ╕≢ ⌂⅔ ⅜ ↑╢╙─≤ ™

╕∆⁹ 

WEB ≤™℮↓≤≢⁸ ╡⌂↕╩⅔ ∂⌐⌂╢ ╙ ™≤ ™╕∆⅜⁸

⌐ ╛ ─ ╩ ↑∏⌐⁸ ⌐ ≢⅝╢≤™℮ ╙№╡⁸−└

ↄ─ ⌐ ™√∞⅝⁸ ⌂↔ ╩⅔ ™≢⅝╣┌ ™≢∆⁹ 
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פֿ  

今回は Zoomミーティング機能を使用してのWeb Live開催といたします。 

Zoomアプリケーションのインストールが必須です。ブラウザではご参加いただけません。 

座長および発表者の方は、環境を統一するため、Zoomアプリケーションをご利用ください。 

座長・発表者・視聴者を問わず、ご参加の皆様におかれましては、Zoomアカウントを 

作成（無料）し、ご参加いただくことを推奨します。 

 

インストール方法・参加・発表・発言などに関する一連の手順は「東北脊椎外科研究会」の 

Webサイトにて公開します。 

（2022年 1月初旬公開を予定） 
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１. 参加環境の構築 

 (1) Zoomアプリケーション 

最新版のアプリケーションのインストールをお願いします。 

 (2) 接続環境 

安定した接続のために「有線ネットワーク」接続を強く推奨します。 

特に、座長・発表者におかれましては、無線LANやモバイルルーターではなく 

有線 LAN接続の環境からご参加ください。 

 (3) 使用端末 

Zoomは Windows、Mac、Linuxのほか、Android。iOSに対応していますが、 

タブレットやスマートフォンではなくパソコンのご使用を推奨します。 

事務局としては以下の仕様を推奨いたします。 

 発表者 

 CPU：Intel Core i5 / AMD RYZEN 5以上 クアッドコア 2GHz以上 

 メモリ：8GB以上 

 座長・視聴者 

 CPU：Intel Core i3 / AMD RYZEN 3以上 デュアルコア 2GHz以上 

 メモリ：4GB以上 

 (4) 接続機器：Webカメラ、マイク＆スピーカー 

1) Webカメラ  

 司会進行・発表・質疑の際、ご利用いただきます。 

 パソコン本体もしくはUSB接続Webカメラをご利用ください。 

 教育研修講演の受講者は、事務局にて視聴状態を確認します。 

  事前にカメラが正常に動作し、ご自身が表示されることを 

 必ず確認しておいてください。 

  

2) マイク＆スピーカー 

  パソコン本体のスピーカーを利用した状態でマイクを利用すると 

 ハウリングが生じます。 

 ヘッドセットマイクやWeb会議用マイク＆スピーカーをご準備ください。 

パソコン本体のマイクでも集音は可能ですが、クリック音なども拾うため 

良好な発表環境にならない場合がございます。 

 発言をされる方は、少なくとも、ヘッドフォンのご用意をお願いします。 

 使用中に充電が切れる事態を回避するため、ワイヤレスのマイク付き 

 イヤフォンのご利用はお控えください。 
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2.  

 (1)  

─Web◘▬♩ 

╕√│ JTB ─ ⇔ ╖ URL https://amarys - jtb.jp/tohoku - spine32/ ╟╡ 

2022 1 20 ╕≢⌐ ה ─⅔ ™╩⅔ ™™√⇔╕∆⁹ 

─ ╛ ┘ ─ │≢⅝╕∑╪⁹ 

≤ ⅜ ≢⅝√ ⌐│⁸ ─ 2021 1 22 ╕≢⌐ 

URLהⱵכ♥▫fi◓ IDהⱤ☻◖כ♪╩ⱷכꜟ⌐≡⅔ ╡⇔╕∆⁹ 

ⱷכꜟ⅜ ⅛⌂™ ₈ ⱷ₉ꜟכⱨ◊ꜟ♄╙↔ ↄ∞↕™⁹ 

 (2) ─  

⌐⁸Zoom▪ⱪꜞ╩ ⇔╕∆⁹ 

♃☻◒Ᵽכ⌐ ↕╣╢ Zoom─▪▬◖fi╩◒ꜞ♇◒⇔≡₈ ₉╩ ⅝╕∆⁹ 

₈ ₉≢⁸◌ⱷꜝהⱴ▬◒ה☻Ⱨכ◌כ─ ╩ ∫≡ↄ∞↕™⁹ 

│ ⌐⅔ ╕∑ↄ∞↕™⁹ 

⌐⁸ⱴ▬◒≤◌ⱷꜝ╩ ⇔√ ╩ ╦⌂™╟℮↔ ↄ∞↕™⁹ 

 (3)  

ⱷכꜟ⌐ ↕╣√ URL─ꜞfi◒╩◒ꜞ♇◒⇔╕∆⁹ 

╙⇔ↄ│⁸ Zoom▪ⱪꜞ◔כ◦ꜛfi╩ ⇔₈ ₉╩◒ꜞ♇◒⇔╕∆⁹ 

Ⱶכ♥▫fi◓ ID⌂≥ ╩ ⇔≡↔ ↄ∞↕™⁹ 

⌐≈™≡ 

 ─ ⌐≡↔ ↄ∞↕™⁹ ⌐ ≢∆⁹ 

   ₈  ₉   ⅔ ─ ⌐₈ ₉╩  

   ₈ ₉⅔ ─ ⌐₈ ₉╩  

  ₈ ↔ ₉ ⅔ ─ ⌐₈↔ ₉╩  

 (4)  

─ⱦ♦○≤╙⌐○ⱨה◒▬ⱴה ≢ ∆╢ ≤⇔≡⅔╡╕∆⁹ 

↔ ↔ה ─ │⁸ⱴ▬◒│₈Ⱶꜙ₉♩כⱦ♦○│₈○ⱨ₉─ ≢ 

↔ ↄ∞↕™⁹ 

ה ⌐ ∆╢ ╩ ↕╣╢ │⁸╕∏◌ⱷꜝ╩○fi⌐⇔╕∆⁹ 

↕╣╢ ⅜ ↄ⌂╢√╘⁸ │ ⌐⌂╠⌂™ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕ 

™⁹ 

╩ ↑≡⅛╠⁸ⱴ▬◒╩○fi⌐⇔≡↔ ↄ∞↕™⁹ 

ה ⁸◌ⱷꜝ≤ⱴ▬◒╩○ⱨ⌐⇔≡ↄ∞↕™⁹ 
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 (5) ⅛╠─  

ה ─◌ⱷꜝ╛ⱦ♦○≢─ ⁸ ─♩♇ꜛ◦fiכꜞ◒☻⁸ ⌂≥⌐╟╡ 

⌂≥─ ╛ ╩ ∆╢ │↔ ↄ∞↕™⁹ 

♩♇ꜗ♅ה │⁸ⱱ☻♩≤ ה ≤─ ⌐─╖ ⇔╕∆⁹ 

⌐ ∆╢ │ ↑ ↑╕∑╪⁹ 

⅛╠ⱱ☻♩┼─ │ ╩ ⅝⅔ ⅎↄ∞↕™⁹ 

╩ ⇔≡ ╩ ™√⇔╕∆⁹ 

 (6) ─ ⌐≈™≡ 

─ →⌐⌂╢ ╛ ⌂ ⌂≥ ⌂ ⅜ ╘╠╣√ ⁸ 

⌂ ╛ ⌂ ╩ ℮ ⅜↔↨™╕∆⁹ 
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3. ─ ┼ 

 (1) ─ ⅛╠─  

─ ╡ →╛ │₈♅ꜗ♇♩₉ ╩ ⇔╕∆⁹ 

╘⁸ Zoom ⌐ ↕╣╢₈♅ꜗ♇♩₉╩◒ꜞ♇◒⇔≡⁸ 

♅ꜗ♇♩►▫fi♪►╩ ™≡⅔™≡ↄ∞↕™⁹ 

 (2) ─  

⌐ ↕╣╢₈ ₉╩◒ꜞ♇◒⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

↓↓⌐ ☿♇◦ꜛfi─ ⅜₈ ₉≢ ↕╣≡⅔╡╕∆⁹ 

╩⅔ ⅛╘ↄ∞↕™⁹ 

 (3) ☿♇◦ꜛfi─  

─fiꜛ◦♇☿ה │ ⌐ ™√⇔╕∆⁹ 

○fiꜝ▬fi ─ ⌐ ⅜ ∂≡™╢ ╛ ╡ →≤⌂∫√ ⁸ 

─ ─ ╩ ╡ →≡↔ ↄ∞↕™⁹ 

ה │⁸ ─ ⅜ ↕╣≡⅔╡╕∆─≢⁸ ☿♇◦ꜛfi─ ╩ 

⅔ ╡™√∞⅝╕∆╟℮⅔ ™⇔╕∆⁹ 

─fiꜛ◦♇☿ה ⅜ ╕∫√ ⁸ ⌐ ⅜ ╣≡™╢ ╩ ™≡ 

─☿♇◦ꜛfi─ │ ╡ →∏ ≤™√⇔╕∆⁹ 

 (4) ☿♇◦ꜛfi  

⅜☻fi►♫▪ה ╡╕∆⁹ 

     ☿♇◦ꜛfi ⁸↔ ─◌ⱷꜝ≤ⱴ▬◒╩○fi⌐⇔√ ⁸ 

     ⌂ ╩⅔ ™⇔╕∆⁹ 

ה ─ꜟכꜟ─ ╩⅔ ™⇔╕∆⁹ 

 ⌂⅔⁸ ⌐⅔™≡ ⅜ ╣≡™╢ │ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

          ↔ ─  

          ₈ │ ⌐◌ⱷꜝ╩○fi⌐⇔≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

           ─ ╩ ↑≡⅛╠ⱴ▬◒╩○fi⌐⇔≡ ⇔⁸ │ 

           ↔ ≢ⱴ▬◒╩○ⱨ⌐⇔≡ↄ∞↕™₉ 

 (5) ☿♇◦ꜛfi  

ה ─ ≤ ⌂╡⁸ ♃▬ⱴ⁹╪∑╕™↨↔│כ 

─ ⌐≡ ╩⅔ ™⇔╕∆⁹ 

ה ⅜ ⇔√ ⁸ ╩ ↑ ↑∏⌐ ∆╢↓≤╙↔ ↄ∞↕™⁹ 

 (6) ☿♇◦ꜛfi  
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☿♇◦ꜛfi ╩⅔ ⅎ™√∞⅝⁸↔ ─◌ⱷꜝ≤ⱴ▬◒╩○ⱨ⌐⇔≡ↄ∞↕

™⁹ 

 

4. 発表者の皆様へ 

   (1) 発表時間 

   ・主題演題：発表6分 討論 3分  合計 9分 

   ・一般演題：発表5分 討論 3分  合計 8分 

   ・症例報告：発表4分 討論 3分  合計 7分 

  

   (2) 事前接続テスト 

Zoomを利用した発表経験の少ない先生方は事前試写を強く推奨いたします。 

1人あたり10分程度、事前申し込み制といたします。 

2022年 1月 17日から1月 20日に接続テストを予定しておりますが 

詳しくは「東北脊椎外科研究会」のWebサイトにてご案内いたします。 

前回、接続テストに参加されなかった方の多くでトラブルが発生しました。 

可能な限り、ご参加ください。 

（2022年 1月初旬公開を予定） 

 (3) データ作成の注意点 

・環境によっては、ビデオやアニメーションが滑らかに再生されません。 

ビデオ再生にあたっては、画質を下げてご発表いただく場合もございます。 

・オンライン発表は「自動公衆送信」と扱われます。 

音楽や映像の利用にあたっては著作権や肖像権を侵害しないようご注意ください。 

・患者様などから診療データなどを学会発表に利用することに関して 

同意を得ている場合でも、オンライン発表での利用となることにおいて、 

改めて同意を得ることが必要になる可能性があります。 

所属施設の規定に従ってください。 

 (4) 事務局からの連絡 

当日の演題取り下げや各種連絡事項は「チャット」機能を利用します。 

予め、 Zoom画面（下部）に表示される「チャット」をクリックして、 

チャットウィンドウを開いておいてください。 

 (5) 各セッションの進行 

セッションの進行は座長に一任となります 

種々の事由により、発表順の変更が生じる可能性があります。 

セッション開始時に、発表ができる準備を整えておいてください。 
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 (6)  

↔ה ─ ⌐⌂╡╕⇔√╠⁸ ╛⅛⌐ⱴ▬◒≤◌ⱷꜝ╩○fi⌐⇔≡⁸ 

₈ ₉╩ ⇔≡⁸↔ ╩⅔ ™⇔╕∆⁹ 

Zoomה ≢─ ⌐ ╣⌂ ⁸ │ꜟכ♠ ⇔⌂™≢ↄ∞↕™⁹ 

☻ꜝ▬♪ ≢│⌂ↄ ─ ⅜ ↕╣╢ ⅜ ⇔≡⅔╡╕∆⁹ 

ה ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

↔ ≢ ╛☻♩♇ⱪ►◊♇♅╩↔ ↄ∞↕™⁹ 

ה ⁸ ╛⅛⌐₈ ╩ ₉⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

⅔ ╣─ ⁸ⱱ☻♩ ⅛╠ ⌐ ╩ ™√⇔╕∆⁹ 

 (7)  

↔ ─◌ⱷꜝ≤ⱴ▬◒╩○ⱨ⌐⇔≡ↄ∞↕™⁹ 
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┼─⅔ ╠∑ 

ₒ ₓ ₩  

 

    

 

₈ ─ ⅛╠ ╕≢ ₉ 

      

           

 

    

   ₒ7ₓ ה  

ₒ8ₓ ה ╩ ╗  

                  ₒSSx  

 

ה ╩↔ ↕╣╢ │ ◌ⱷꜝ╩○fi⌐⇔≡ↄ∞↕™⁹

╩ ↕∑≡™√∞⅝╕∆⁹ 

ה ╩↔ ↕╣╢ │ ⅛╠ 10 ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

∕╣╩ ⅎ≡ │ ╘╠╣╕∑╪⁹ 

ה ◌ⱷꜝ╩○fi⌐≢⅝⌂™ │⁸ ≢⅝╕∑╪⁹ 

   

 

,  ⅜  

 

 

 

 

 

≢∆⅜⁸ │ ─ ─ ⅔╟┘

│↔↨™╕∑╪⁹↔ ↑╕∆╟℮ ⇔ↄ⅔ ™™√⇔╕∆⁹ 
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 ꜟכꜙ☺◔☻ 

8: 20- 8: 25 ─     

8: 25- 9: 10 ᵑ  :1 6   

   

9: 10- 10:10  ᵑ  :7 13 

   

10: 10- 10:20    

10:20- 11: 20 ᵑ     :1 4- 19 

   

11:20- 12: 20  ᵒ     :20- 25 

   

12: 20- 12: 30   

12: 30- 13:30  

   

₈ ─  - ⅛╠ ╕≢-₉ 

     

13:30- 13: ה 45   

13: 45- 13: 55  

13: 55- 14: 50 ᵒ   :26- 31 

   

14: 50- 15: 50  ᵓ ה ⌐ ⇔≡ 32- 37  

╖╝⅝ ☿fi♃כ   

15: 50- 16: 00  

16:00- 16:45 ᵒ ה∕─  :38- 43 

   

16: 45- 17: 30 ᵓ ה    :44- 49        

   

17:30- 17:35  ─  



13 
 

 

 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ 

4  

 

─    

 

 

ᵑ    

    

 

 ⌐ ⇔√ Ⱬꜟ♬▪─ 1  

    

⌐ ⇔√ Ⱬꜟ♬▪─ 1  

   

⌂ ╩ ⇔√ ꜞ►ⱴ♅ ─  

   

◒⸗ ⌐ ─ ⅜ ╘╠╣√ ─ 1  

   

╩ ℮ L5 ─ ⌐ 1mm Thin- slice MRI ⅜ ∞∫√  

   

ⱶ◖ ⌐ ⇔√ ─ -  -  

   

 

 

ᵑ    

    

 

─ ⌐⅔↑╢ ─  
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L5 ⌐ ∆╢ SPN- SNAP─ ⌐≈™≡─  

   

 

─ ⌐≈™≡─  

   

╩ ∆╢ ⌐⅔↑╢ MRI ─ ⅔╟┘ ─

 

№∆⌂╤ ☿fi♃כ   

⌐⅔↑╢ ≤ ─ MRI ▪ꜟ◗ꜞ☼ⱶ─  

   

MRI⌐╟╢ Eden 2 ≤ 3 ─ ─  

   

─ ⌐⅔↑╢ ☻◖▪ 

   

 

 

Ί Ί 

 

 

 

ᵑ    

    

 

Ⱬꜟ♬▪ LDH ⌐ ∆╢ MED/FED- TF ≤ Love ─

─  

   

⌐╟╢ ה ─  

   

─ ─ ─◄fi♪ⱳ▬fi♩ ─√╘  

   

⌐ ∆╢  (FESS)─  

   

 

Ⱬꜟ♬▪⌐╟╢ ⌐ ∆╢ ─  

≢─  
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CMEL ≤ ─ 1  

   

 

ᵒ    

    

 

כꜙꜞ◒☻ ●▬♪ ─  

    

⌐ ∆╢ ─ ≤ ─  

   

⌐⅔↑╢ (OLIF)─ ⌐≈™≡ 

╖╝⅝    

꜡⸗♁☼ⱴⱩ ⌐⅔↑╢ ─  

   

⌐ ∆╢ ─  

☿fi♃כ   

⌐ ∆╢ ─  

   

 

Ί Ί 

 

 

 

ꜝfi♅ꜛfi☿Ⱶ♫כ  

    

 

ₐ ─  - ⅛╠ ╕≢-ₑ 

 

    

 

 

ה    
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Ί Ί 

 

 

 

ᵒ    

    

 

⌐ ∆╢  

   

─ ⌐⅔↑╢Ⱪ꜡♇◒ ≤ ─ ─  

   

PLIF ⌐⅔↑╢ Expandable cage ─  

   

⌐ ∂╢ mechanical complication ─  

   

⌐⅔↑╢ 3 ╩ ™√ ▬fiⱪꜝfi♩╛ ┼─

 

   

─ ≤ ─  

   

 

 

ᵓ ה ⌐ ⇔≡   

╖╝⅝ ☿fi♃כ    

 

─ ◌♇♩ ─ Ί ה ⌐ ∆╢ ╩ ⇔≡Ί 

                

Ᵽ☻◔♇♩ ⱪ꜠כ♩╩ ™√ en- block ⅝  - ꜞⱢⱦꜞ

fi⁸ꜛ◦כ♥ ≤ ─ │ ⅛ -  

   

●▬♪ L5 Ⱪ꜡♇◒─ ─  
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⌐ ∆╢ ─  

   

 

─ Ί ה ─ Ί 

   

BKP ⌐ ∆╢ ─  

╖╝⅝    

 

 

Ί Ί 

 

 

 

ᵒ ה∕─    

    

 

Ⱬ⸗☺♦ꜞfi ╩ ⇔√ double tumor ─  

   

⌐ ∆╢ ⌐ ⇔ ♫ⱦ◕כ◦ꜛfi ⌐ ╩ ∫√  

   

⌐ ⇔√ ─ 1  

   

─ ─  

   

⌐ ⇔√ ─  

☿fi♃כ    

Baastrupΐs disease⌐╟╢ ─ 1  

    

 

 

ᵓ ה     

    

 

╩ ⇔√┘╕╪ ⌐ ℮ ─  - 1

-  



18 
 

   

Ɫ꜡כⱬ☻♩╩ ⇔≡ ─ ╩ ∫√  

   

⌐╟╢ Ⱬ⸗☺♦ꜞfi ⌐ ∆╢  

   

╩ ⇔√ ─ 1  

   

≢№∫√ ─  

   

Marfan ⌐ ⇔√ Chronic expanding hematoma─ 1  

   

 

 

─      
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⌐ ⇔√ Ⱬꜟ♬▪─ 1  

    

  ⁸  ⁸   

   

  

 

│ 64 ─ ≢⁸ │ ≢№╢⁹2021 8 ⌐ ─⇔┘╣≢ ⇔⁸ ≤

⌂╡ 1 ⌐ ≤⌂∫√⁹ │⁸ ⅜≢⅝∏ ≢─ ≢⁸ ─⇔┘╣─√

╘∕─ │ 10 ≢№∫√⁹ ─⇔┘╣≤⁸ ─ ─ ╩ ╘⁸

╩ ⇔≡™√⁹MRI≢│ L2/3 ⌐⅔™≡⁸T2 ≢ ⅜ ⁸T1 ≢

─ ╩ ╘√⁹ MRI≢│⁸ ─ ⅜№╡⁸ ≤ ⌐ ⅜╖╠╣√

√╘⁸ ⌐ ⇔√ Ⱬꜟ♬▪≤ ⇔√⁹ │ L2⁸L3─ ╩ ™⁸

⌐ ⇔√Ⱬꜟ♬▪─ ╩ ∫√⁹ ⁸ ╟╡ ─⇔┘╣│ ⇔⁸ ─

╩≤╢↓≤╙ ≤⌂╡ 10 ≢ ⇔√⁹ ─ ⌐ MRI⅜ ≢№∫√⁹ 
 

 

⌐ ⇔√ Ⱬꜟ♬▪─ 1  

   

  

 

 ⌐ ⇔√ Ⱬꜟ♬▪─ ⌂ 1 ╩ ⇔√─≢ ∆╢ ₒ ₓ50

│ ≤ ⌐│ ╩ ⇔ JOA☻◖▪│ 7/11

≢№∫√ MR ≢│ T10/11 ⌐⅔™≡ ─ ⅜ ╩ ⌐ ⇔ ∕─

≢ ⌐ T2 ⅜╖╠╣√ ╕≢ ⇔√ Ⱬꜟ♬▪╩ ™ ╩ ∫

√ T10/11 ─ ≢ ╩ ™ ╩ ⇔√ ⅛╠

Ⱬꜟ♬▪≤ ⇔√ ≤ │ ⌐ ⇔ 2 ─ ≢ │⌂⅛

∫√ ₒ ₓ ─ ⌐│ ╛ ⅜№→╠╣╢⅜ ∕─ ⌐│

⌐ ⅎ MRI ⅜ ≢№╢ │ ⅛≈

⌐ ⇔≡™╢√╘ ─╖≢Ⱬꜟ♬▪╩ ∆╢↓≤⅜ ≢№╢≤ ⅎ╠╣√  
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⌂ ╩ ⇔√ ꜞ►ⱴ♅ ─  

   

 ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸  

 

ₒ ₓ ꜞ►ⱴ♅(RA)│ ─ ⅜ ⌂√╘⁸ ≤⇔≡▪fi◌כ♪ꜝ♇◓≢

№╢ⱷ♩♩꜠◐◘כ♩(MTX)⌐╟╢ ╙ ∆╢⁹∕─ ⌐╟╢ ⌂ ╩ ⇔√

╩ ∆╢⁹o ₓ │ 57 ≢⁸RA⌐≡ 14 MTX⅜ ↕╣≡™√⁹ 1ﬞ

⌐ ╩ ╘⁸ 6 ⌐ MTX ⅜ ╦╣ MTX ⁸ 3 ╟╡

⇔ ≤⌂∫√⁹ ≤ ╩ ╘⁸ MRI ≢ ⌐╟╢ 3⁸

4 ꜠ⱬꜟ≢─ ╩ ╘√⁹o ₓ ⌐ ⁸ ╩

⇔√⁹ 10 ≢ ╙ ⇔≡⅔╡⁸ ╙№╦∑⁸MTX ꜞfiⱤ

MTX- LPD ≤ ⇔√⁹ ≤⌂╡⁸ 8ﬞ ≢ ⌂ↄ ⇔≡™╢⁹o MxTX⌐╟

╢ ─ ≈⌐ MTX- LPD⅜№╡⁸ ꜞfiⱤ ─ ╩≤╢⁹ ╙ ⌂ↄ⌂ↄ⁸MTX-

LPD╩ ⌐ ℮↓≤⅜ ⌐│ ≢№╢⁹ 
 

 

◒⸗ ⌐ ─ ⅜ ╘╠╣√ 

─ 1  

  ,2) ™╦⅝ ☿fi♃כ,  

 1,2)⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ 

⁸ 1)  

 

ₒ ₓ ◒⸗ ⌐ ⌐╟╢ ⅜ ⇔√ 1 ╩ ⇔√

√╘ ∆╢⁹o 7x6 ⁹ │ ─⇔┘╣⁸ ⁸⅔╟┘ ≢№╢⁹

⌐ ─ ≢ ╩ ≢№∫√⅜⁸Covid- 19─ ⌐╟╡ ↕╣≡

™√⁹∕─ , ╩ ⇔√√╘ ≢ ⅜ ↕╣√⁹ ⌐☺ꜗ♇◒♫▬ⱨ

⌐≡ ⅜ ↕╣√⁹ ⌐│ ⅜ ╘╠╣√⅜⁸ ╩⅝√⇔

⅜ꜟ♥כ♥◌ ↕╣√ ≢⁸ 10 ⌐ ≤⌂∫√⁹ ≤ ⅛╠ L5

─ ≤ ⇔⁸ ╩ ⇔√⁹ 9⅛ ─ ≢⁸ │ ╘╠╣╢⅜⁸

╩ ∫≡™╢⁹o ₓ ≢│, ─ ⌐╟∫≡ ⅜ ⇔√

⅜№╢⁹ ─ ╩ ∆╢ ≢│⁸ ≢─ ⌐│ ╩ ∆╢⁹ 
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╩ ℮ L5 ─ ⌐ 1mm Thin- slice MRI ⅜ 

∞∫√  

 1)  2)  

 1⁸ 2⁸ 2⁸ 2⁸ 2 

 

1mm Thin- Slice MRI ⅜ L5 ─ ⌐ ≢№∫√ 1 ╩ ∆╢⁹( )50 ⁸ ⁹

X 4 ╟╡ ≤ ⅜ ⇔√⁹5 ╟╡ ─ ≤⇔┘╣⁸ ⅜

∂√√╘⁸6 ╩ ⇔√⁹ │ SLRT⅜ 60 ≢ ⁸ │

⁸ ♥☻♩│ ─╖ F⁸ F⁸ G≤ ⁸Ⱨfiⱪꜞ♇◒♥☻

♩≢ ⅛╠ ⌐ ─ ╩ ╘⁸ L ╩ ∫√⁹MRI(☻ꜝ▬☻

/4.5mm)≢ L4/ ⁸L5/S ₩ ⌐ ╠⅛⌂ │ ≢⅝∏⁸ ≤

CT≢ ╠⅛⌂ │ ╘⌂⅛∫√⁹∕↓≢☻ꜝ▬☻ /1mm─ MRI╩ ⇔√≤↓╤

L4/5 ≢ ─ ≤ ─ ⌐╟╡ L ─ ╖ ╖⅜ ≢⅝√⁹

6 ⌐ L4/5MED╩ ∫√≤↓╤ ⅛╠ ≤ ╣│ ⇔ ╙ ⇔√⁹(

) ─☻ꜝ▬☻ ─ MRI≢│ ™ ≢─ ╩ ⇔ ⌂™↓≤⅜№╢⁹∕─╟℮⌂

⌐ 1mm Thin- slice  MRI│ ⌂ ─└≤≈≢№╢⁹ 

 

ⱶ◖ ⌐ ⇔√ ─ - -  

   

  ⁸  ⁸  ⁸  ⁸  ⁸  ⁸ 

 ⁸  ⁸   

 

ₒ ₓⱶ◖ ⌐ ⇔√ ─ ╩ ⇔√√╘ ∆╢⁹ 

ₒ ₓ │ 31 ≢№╢⁹ │ ─ ≢№╢⁹ ⅛╠ⱶ◖

з ≢ ╩ ↑≡™╢⁹ L5 ≤ ─ ≢ L4/5 ─

╡ ≤ T11⅛╠ L4╕≢─ ╩ ⇔√⁹ ⌐⁸ ⅜ ≢№╡ ⅜

≤⌂∫√⁹∕─ ⁸ ⌐ ╩ ⇔√ ≢ ╩ ⇔√⁹ │ ─ ⅜

⇔⁸ 6⅛ ─ ≢ │ ≢№∫√⁹ 

ₒ ₓⱶ◖ │ⱶ◖ ⅜ ⇔ ₁─ ╩ ∆ ≢№╡⁸ ⌐з ≢│

╩ ∆╢↓≤⅜ ™⁹╕√⁸ ⌐ ⇔≡│ ⌂ ⅜ ∆╢⁹ ≢│⁸

╩ ⇔√⅜⁸ ╩ ⇔ ⌂ ⅜ ╠╣√⁹ ─ ⌐≈™

≡│ ─ │ ╠╣≡⅔╠∏⁸ ╙ ⌂ ⅜ ≢№╢⁹ 
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─ ⌐⅔↑╢ ─  

    

 ủ  ⁸  ⁸  ⁸  ⁸  ⁸  ⁸ 

 ⁸   

 

ₒ ₓ ─ │ ─ ⌐ ≢№╢⁹⇔⅛⇔⁸ ─ ⅜ ≢ ∆

╢⅛ ⅛│ ⅜ ⌂™⁹o ₓ2018 ⅛╠ 2 ─ 78 ⁸ 74 )

╩ ≤⇔√⁹ ≤ ─ ─ ⌐ ≠⅝⁸ ─ ≤ɟ ╩

═√⁹o ₓ ─ ≤ɟ │⁸ 60%⁸0.45⁸ 62%⁸0.44⁸Hoffmann64% ⁸

0.41⁸ 78%⁸0.45⁸▪◐꜠☻ 64%⁸0.44≢№∫√⁹ ─ ⁸ ⅜ ≢⁸ ⅜

⌂™⇔│ ≤ ⅎ√─│⁸BTR81%⁸TTR81%⁸PTR83%⁸ATR96%≢№∫√⁹ ╛ ⁸ ╛

│⁸BTR19%⁸TTR19%⁸PTR17%⁸ATR4%≢№∫√⁹o ≤ ₓ ≢╙ ≢ ─

─ │ ↄ⌂⅛∫√⁹ ─ ╩ ╡⁸ ─ ╩ ╢√╘─ ⅜ ≢№

╢⁹ 
 

 

L5 ⌐ ∆╢  

SPN- SNAP─ ⌐≈™≡─  

ה  1  ☿fi♃2  כ   

 ⁸ ה1 ה1 ה1 ה  

 

ₒ  x L5 │ L4/5─ №╢™│ L5/S─ ─™∏╣⅛─ ≢ ∂℮╢⁹

( SPN- SNAP)│⁸L5/S ≢─ ╩ ∆╢

≢№╢⁹ ₁│ L5 ⅜ ╦╣√ ─ ─ ╩ ⇔√⁹ 

ₒ ₓ L5 ⌐ ⇔≡ ⇔ SPN- SNAP ╩ ∫√ 46

╩ ≤⇔√⁹SPN- SNAP─ 0.5 ╩ ≤ ⇔⁸L4/5 ─╖ ⇔√

A 32 ≤⁸L5/S ─ ╩ ╘√ B 14 ╩ ⇔√⁹ ╩ ⇔√

│ ⇔√⁹ │ A ≢ 0.94±0.33⁸B ≢ 0.40±0.16 ≢№╡ ⌐ B ≢ ↕⅛∫√⁹ 

ₒ ₓ ⌐╟╡ ╩ √⁹A 32 ⁸SPN- SNAP 30 ⁸ 2

∞∫√⁹B 14 ⁸ 10 ⁸ 4 ∞∫√⁹ 

ₒ ה ₓ◌♇♩○ⱨ ╩ 0.5 ≤⇔√ ⁸ 71.4%⁸ 93.8%≢№╡⁸ ╙

≢№∫√↓≤⅛╠ SPN- SNAP│ ─ ≤⇔≡ ≢№╢≤ ⅎ╢⁹ 
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─ ⌐≈™≡─  

    

  ⁸  ⁸  ⁸  ⁸   

    

│ ─כꜙꜞ◒☻ ⌐ ∆╢⅜⁸ ╩ ℮ ─ │ ⌂

⅜ ™⁹ ─ │ ─ ╩ ∆╢↓≤≢№╢⁹ 

46 552 ─ CT ╩ ™⁸Chiapparelli ─ type3- 5╩

№╡≤ ⇔√⁹ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸BMI⁸ ⁸ ⁸☻♥꜡▬♪ ⁸

⁸ ה ⁸ ⁸ ╩ ⇔√⁹ №╡⁸⌂⇔ ⁸

№╡⌐ ∆╢ ╩ ∫√⁹ 

≢│⁸ ⁸ ⁸ ⁸BMI⁸ ה ⁸☻♥꜡▬♪ ⁸RA⁸ ⁸

⁸C34ה ≢ ╩ ╘√⁹꜡☺☻♥▫♇◒ ≢│ ⁸ ⁸☻♥꜡▬♪

⁸ ⁸C34ה ≢ ╩ ╘√⁹ 

─ │ ⁸ ⁸☻♥꜡▬♪ ⌂⇔⁸ ⁸

C34ה ∞∫√⁹ 

 

 

╩ ∆╢ ⌐⅔↑╢ 

MRI ─ ⅔╟┘ ─  

  1 №∆⌂╤ ☿fi♃2 כ)  

 1⁸ 2⁸ 2⁸ 2⁸ 2 

 

Tandem spinal stenosis (TSS) ─ ─ │ ⇔™⁹ ⅜ ┼ ╓∆

│ ⌂ ⅜ ™ ⁸ ─ №╡ ─ ╩ ╤ ⅝⌐ ⇔√⁹

144 ⁸MRI≢ ⌐ ─⌂™ 64 ╩ ≤⇔√⁹ №╡ 36 ≤⌂⇔ 28 ≢⁸

⁸ ⁸ ╛Ɽⱨ◊כⱴfi☻♥☻♩─ ╩⇔√⁹ │⁸MRI T2 ≢

─ ⁸ ⁸ ≤ / ╩ ⇔√⁹ ≢ JOA☻◖▪

≤ ⌐ │⌂ↄ⁸ ⁸Foot tapping ⁸Babinski ≢ ╩ ╘√⁹

№╡⌐ ∆╢ Babinski ─○♇☼ │ 5.3⁸ 47%⁸ 86%≢№∫√⁹TSS ≢

Babinski ⅜ ─ ⁸ ⌐ ─ ⅜№╢ ⅜ ⅎ╠╣√⁹ 
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⌐⅔↑╢ ≤ ─ 

MRI ▪ꜟ◗ꜞ☼ⱶ─  

   

          

  

 

ₒ ≤ ₓ ≤ ⅜ ╩ ╘╢ ≢│⁸ ─√╘─

⅜ ≢№╢⁹ ╠⅜ ⇔√ MRI ▪ꜟ◗ꜞ☼ⱶ─ ╩ ⇔√⁹o ≤ ₓ

2009 4 ⅛╠ 2020 3 ╕≢⌐ ≢ ⇔√ ─℮∟⁸ ╕

√│ ≢№∫√ 47 ╩ ≤⇔√⁹ᵑ ▪ꜟ◗ꜞ☼ⱶ⌐╟╢ ≤ ╩

⌐ ⇔√⁹ᵒ ⁸ 15 ─ MRI ⱤⱠꜟ╩ ⇔⁸ 13 ⅜

⅛╠ ╩ ∫√ ⁸▪ꜟ◗ꜞ☼ⱶ⌐≈™≡ ⇔ ♥☻♩╩ ™⁸ ≢─

╩ ⇔√⁹ₒ ₓᵑ47 ⅜ 31 ⁸ 16 ≢⁸ ▪ꜟ◗ꜞ☼ⱶ─

│ 93.8%⁸ 90.3%≢№∫√⁹ᵒ ─ ⅜ ⌐ ⇔√⁹o ₓ ≤

│╒╓ ≢⅝√⁹ ▪ꜟ◗ꜞ☼ⱶ⅜ ─ ⌐╙ ≤ ⅎ√⁹ 

 

 

MRI⌐╟╢ Eden 2 ≤ 3 ─ ─  

   

      

 

ₒ ₓ MRI⌐╟╢ ─ Eden 2 ≤ 3 ─

─ ╩ ≤⇔√⁹o ₓ ≢ ⇔√ ─ ─℮∟⁸ ⌐ Eden 2 ╕

√│ 3 ≤ ↕╣√ 19 2 :10 ⁸3 :9 ╩ ⅝⌐ ⇔√⁹ MRI 

T2 ╩ ™⁸ ─ ╕√│ ≢ ⅛╠ ╕≢─ ╩  (A)≤

 (B)≢ ⇔⁸ D A/B╩ ה ⇔√⁹3 ─ ⅜ 2 ∏≈ ⇔≡

╩ ∫√⁹o ₓD │ Eden 2 ⁸3 ≢∕╣∙╣ 0.90⁸ 0.58 ≢ ╩ ╘√ p

0.001 ⁹D ─◌♇♩○ⱨ ╩ 0.77 ≤∆╢≤⁸ 0.93⁸ 0.92⁸AUC 0.95≢№∫√⁹

ה ─ │∕╣∙╣ 0.81- 0.94⁸│ 0.52- 0.84 ≢№∫√⁹o Dx │ Eden 

2 ≤ 3 ─ ⌐ ≢№╢⁹ 

 



25 
 

─ ⌐⅔↑╢ ☻◖▪ 

   

 ủ     

     

ₒ ₓ ─ ⌐⅔™≡⁸ ─ ☻◖▪─ ╩ ∆╢↓≤⁹

ₒ 2x015 1 2019 4 ⌐ ⌐ ⇔ ╩ ⇔√ ─℮∟⁸

⌐ №╢™│ ⇔√ 32 ⁹ 6 ─☻◖▪ ⁸ ☻◖▪─ ⌐

╟╢ ⁸ ה ⁸Bollen⁸Rades⁸Lei ╩≈↑⁸ ₁Kaplan- Meier ╩ ⇔⁸log -

rank ╩ ∫√⁹ ⁸ ╩ ⇔√⁹o ₓ │⁸ ≤

Lei ≢ ⌂ↄ⁸ ─ ⁸ ה ⁸Bollen⁸Rades≢ ⅜№∫√⁹ ☻◖▪─

─ │⁸ ⌐ 384, 148, 227, 224, 208, 148 ⁸ ─

│ 459, 308, 406, 384, 600, 457 ∞∫√⁹o ₓ ☻◖▪╟╡╙⁸ ⌐╟╢

⁸ ה ☻◖▪⁸Bollen ☻◖▪⁸Rades☻◖▪⅜ ⌐ ≤ ⅎ╠╣√⁹ 

 

 

Ⱬꜟ♬▪ LDH ⌐ ∆╢

MED/FED- TF ≤ Love ─ ─  

   

     

 

ₒ ₓLDH⌐ ∆╢ FED/MED≤ Love ─ ╩ ⇔⁸ ─

™╩ ∆╢↓≤⁹o ≤ ₓ │ 2015 19 ⌐ L4/5 LDH⌐ ⇔≡

╩ ⇔√ 26 FED 13 ⁸MED 13 ⅔╟┘ 2015₩21 ⌐ Love ╩ ⇔√ 10 ⁹

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ╩ ⇔√ Kruskal - Wallis ⁹o ₓ

│ FED 42.2 ⁸MED 37.9 ⁸Love 44.4 ⌂⇔ ⁸ │ FED 70.0 ⁸

MED 87.7 ⁸Love 95.3 ⌂⇔ ⁸ │ FED 1.5 ml⁸MED13.3  ml⁸Love

36.8 ml FED ─╖ ⌐ ⇔≡ №╡ ⁸ │ FED 2.3 ⁸MED 6.5 ⁸

Love 15.4 №╡ ∞∫√⁹ │ FED 496205 ⁸MED 822747 ⁸Love

935830 ≢⁸Love │ 2 ⌐ ⇔≡ ⌐ ⅜ ↄ⁸MED │ FED ⌐ ⇔≡ ⅛∫

√⁹o ₓ │ ─ ⌐ ⅜╢≤ ⅎ╠╣√⁹ 
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⌐╟╢ ה ─  

 1 ⁸2 ⁸3  

 1⁸ 1⁸ 2⁸ 3⁸ 1⁸ 1 

ₒ ₓ ⌐ ∆╢ (MEL)≤ (FNS)─ ─

ה ╩ ∆╢⁹ₒ ₓ2019 12 ⅛╠ 202 3 ╕≢─ 117 (1

41/17 (MEL /FNS )⁸2 23/20 ⁸3 5/11 )╩ ≤⇔√⁹ ⁸

⁸ ⁸ ─ JOABPEQ⁸ ODI╩ ⇔√⁹o ₓ

│ FNS ⅜ ≢ ⌐ ⅛∫√⁹ ⁸ │ MEL ≢ ⌂⅛∫√⅜⁸

│ 1 ─╖⌐ ╘√⁹JOABPEQ│⁸ ⅜ ≢ MEL ⌐ ⅜ ⅛

∫√⅜⁸1 ─╖ ╩ ╘√⁹ODI│ ≢ MEL ⅜ ⅜ ⅛∫√⅜

│ ╘⌂⅛∫√⁹ₒ ₓ ≢│ ≤ ≢│ MEL ⁸

≢│ FNS ⌐ ⅜№╢≤ ⅎ╠╣√⁹ 

 

─ ─  

─◄fi♪ⱳ▬fi♩ ─√╘  

  

       

   

⌐ ∆╢ ─ │ ≢№╢⁹⇔⅛⇔⌂⅜╠⁸ ─◄fi♪ⱳ

▬fi♩│⁸ ↄ─ ≢ ≢№╢⁹ ─ │⁸MRI╩ ⇔⁸ ─ ⁸

╩ ⇔⁸ ─◄fi♪ⱳ▬fi♩≤─ ╩ ╠⅛⌐∆╢↓≤≢№╢⁹ │

≢ ⁸ ∆═╡ ⌐ ⇔ ╩ ↑√ 52 ⁸104 ≢№╢⁹

∆═╡ │ 27 ⌐ ╠╣√⁹ ─ ╩ ─ ⁸∕╣╟╡ ⁸∕╣╟╡

⌐ ⇔√⁹╕√⁸ ─ ╩ ⇔√⁹ ⁹ ─ │⁸ ⅛╠

⅜ 4 ⁸ ─╖⅜ 88 ⁸ ⅛╠ ⅜ 9 ⁸ ⅛╠ ╕≢⅜ 1

≤⁸97.1 ⅜ ╩ ╪≢™√⁸ ─╖⅜ 3 ≢№∫√⁹ ─ │

⅜ 90 ⁸ ⅜ 14 ≢№∫√⁹ ─ │⁸ ╩ ≤⇔≡

⇔⁸ ─ ╛ ╩ ∆╢↓≤⅜ ≢№╢⁹ 
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⌐ ∆╢   

(FESS)─  

  ¹  ² 

  ¹  ²  ²  ² 

 

⁸ ─ ⁸ ╩ ∆╢ ─ ⌐ ™⁸ ⌐ ─

│ ⇔≡™╢⁹ ⅜ ∆╢ │⁸ ⅜ ⌂ ⅜ ↄ⁸

⌂ ⅜ ╕╣╢⁹ ≢│ ⌐ ⇔≡ (Full -

endoscopic spine surgery: FESS) ─ ╩ ⇔√⁹ 

│ 2006 4 2020 10 ⌐ ⌐ ⇔≡ FESS╩ ⇔√ 16 ( 10

⁸ 69.1 )≤⇔√⁹ 12 ⁸ 2 ⁸ 2 ≢№∫√⁹

1 :15 ⁸3 :1 ≢№∫√⁹ ⅛╠ ╕≢─ │ 46.9 ⁸ │ 87.4

⁸ │ 3.6ml⁸ │ 81.3%≢№∫√⁹CRP ╕≢─ │ 6.9 ≢№╡⁸

│ 87.3 ≢№∫√⁹ ≢ ADL│ ⇔√⁹ 

⌐ ∆╢ FESS│ ⌐ ≢⅝╢ ⌂ ≤ ⅎ╠╣√⁹ 

 

Ⱬꜟ♬▪⌐╟╢ ⌐ ∆╢

─  ≢─  

   

       

 

ₒ ₓ Ⱬꜟ♬▪⌐╟╢ ⌐ ∆╢ CMEL─ ╩ ∆╢↓≤  

ₒ ≤ ₓ │ Ⱬꜟ♬▪⌐ ∆╢ ⌐ ⇔ 1╕√│ 2 ─ CMEL╩ ∫

√ 9 (1 8 2 1)≤⇔ ⌐ 1╕√│ 2 ─ ( ADF)╩

∫√ 31 ≤ ╩ ∫√ │ ה ה ─ JOA☻◖▪≤∕─

 C2- 7 ─ ≤⇔√  

ₒ CxMEL ─ 5 ≢Ⱬꜟ♬▪─ ⅜╖╠╣√ JOA☻◖▪ה ─

≢ ⌐ │⌂⅛∫√ │ CMEL ⅜ ⌐ ⌂⅛∫√ ╕√

C2- 7 │ CMEL ≢ ⌐ ⅜ √╣≡™√  

ₒ╕≤╘ₓ Ⱬꜟ♬▪⌐╟╢ ⌐ ∆╢ CMEL│ ⅛╠ ADF≤ ⌂

─ ⅜╖╠╣ ⌐Ⱬꜟ♬▪─ ╙ ≢⅝╢√╘ ⌂ ≤ ╦╣√  
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CMEL ≤ ─ 1  

  

       

   

当科では頚髄症に対する手術療法として内視鏡下椎弓切離術（CMEL）を椎弓切除術に変更した

CMEL変法を行っている。目的： CMEL変法と黒川法の1年成績を比較検討し、CMEL変法の有用性、

問題点を明らかにすることである。方法：対象は当科で行ったCMEL変法 31例、黒川法39例である。

検討項目は、手術時間、出血量、術後入院期間、術前と1年後の JOAスコアー、JOACMEQとした。結

果：CMEL変法、黒川法の順に、平均手術時間は97.2分、115.1分で有意な差はなかった。平均出血量

は 33.3ｇ、51.5ｇ、平均術後入院期間は18.8日、25.8日で、CMEL変法が少なかった。JOAスコアーは術

前 11.8点、11.6点、1年時 15.3点、14.0点で差がなかった。JOACMEQは、術前、術後とも全項目で術

式間に差がなかった。結論：CMEL変法は、黒川法と同等の術後成績であり、しかも低侵襲手術のため

早期退院が可能な優れた術式である。 

 

 

כꜙꜞ◒☻ ●▬♪ ─  

  

 ⁸  ⁸  ⁸  ⁸  ⁸  ⁸   
 

│כꜙꜞ◒☻  ⅜ ↕ↄ⁸ ─ ™ כꜙꜞ◒☻─ │ ⌐

≤⌂╢↓≤№╢⁹ כꜙꜞ◒☻ ╩ →╢ ≤⇔≡⁸ CT ⌐╟╢♫ⱦ◕

⅜fiꜛ◦כ ≢№╢⅜⁸ ─ X ─ ⅜ ≢№╢⁹ ₁│ CT♦כ♃╩╙

≤⌐ 3Dⱪꜞfi♃כ≢ כꜙꜞ◒☻ ●▬♩╩ ⇔√ 8 3 ⁸

5 ⁸ 73.1 ╩ ⇔√√╘ ∆╢⁹ │ כꜙꜞ◒☻──╙™⌂ ●

▬♪⌐╟╢ כꜙꜞ◒☻ │ ↄ⁸ CT ⌐╟╢♫ⱦ◕כ◦ꜛfi≤ ⌂ↄ

כꜙꜞ◒☻⌂ ⅜ ≢№∫√⁹╕√ CT ⌐╟╢ ⁸ ┼─ X ⅜ ≢

⅝╢ ≢╙ ≤ ⅎ╠╣╢⁹ ⁸●▬♪⅜ ⌐ⱨ▫♇♩∆╢╟℮⌐ ╩ ╘√

⅜ ≢№╢ ╛ ─ ™ ≢│♪ꜞꜟ─ ⌐ ╩ ∆╢⁹ 
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⌐ ∆╢ ─ 

≤ ─  

  ¹ ² 

  ¹  ¹  ² 

 

╩כꜙꜞ◒☻ ⇔√ │⁸ ⌐ ╩ ≢⅝╢⁹

│ ⅜─∙╕⇔™⅜⁸∕─ ⌐≈™≡│ ─ │ ╠╣≡™⌂™⁹ ≢│

⅜ ⌐ ╓∆ ⌐≈™≡ ⇔√⁹2013 9 2020 9 ╕≢⌐

⌐ ╩ ⇔√ 53 30 ⁸ 56.1 ╩ ≤⇔√⁹

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ╩ ─ CT≢ ⇔√⁹

╩ 1 ⁸1 3 ⁸3 7 ⁸7 ─ 4 ⌐╦↑≡ ⇔√⁹

⅜ 7 ─ ≢ ⅜ ⌐ ↕ↄ⁸ ⁸ ⁸ ⅜

⌐ ⅝⅛∫√⁹ ≢│ ⅜ 7 ─ ≢ ⅜ ≢№∫√⁹

⌐ ∆╢ ─ │ 7 ⅜ ╕⇔™≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

 

 

⌐⅔↑╢ (OLIF)─ ⌐≈™≡ 

 ╖╝⅝  1  2 

 1,  1, 2, 1 

 

ₒ ≤ OxLIF│ ≤↕╣≡™╢⅜, ↄ─ ⌐≤∫≡│ ╣⌂ ▪

ⱪ꜡⁸⅛╘√╢№≢♅כ ⌂ ─ ╙ ↕╣╢. ╟╡ ⌐ ╩ ℮√╘, ⌐

⅔↑╢ OLIF─ ⌐≈™≡ ⇔√─≢ ∆╢. ₒ 2x014 4 ⅛╠ 2021 9 ─

⌐ ≢ OLIF╩ ™, 3 יִ ≢№∫√ 122 ╩ ≤⇔√. ₒ ₓ122

45 36.9 ⌐ ╩ ∂≡™√. │ 30 , 5 , 

5 , 5 , 4 , 1 , 1 , 

1 , 1 , 1 , 1 , 1 ─☺כ◔ , ┼

─ 1 ─☺כ◔ , ⅝ 1 ≢№∫√ ╗ . ₒ ₓ ─ ⌐│

⌐ ≢⅝⌂™ ╙№∫√. ₁─ ↔≤─ ─ ≤, ⅛≈ ⌐

⌂ ⅜ ≤ ⅎ╠╣√. ─ ╙ ─ ≢№╢⁹ 
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꜡⸗♁☼ⱴⱩ ⌐⅔↑╢ ─  

 1  ⁸2  ⁸3 ─ ⁸ 

4  ⁸5↕≤℮ ◒ꜞ♬♇◒⁸6  ⁸ 

7 ☿fi♃⁸8כ   

 1⁸ 2⁸ 3⁸ 3⁸ 2⁸ 4⁸ 1⁸ 

4⁸ 5⁸ 6⁸ 7⁸ 2⁸ 8⁸ 3 

 

√⌂ ≢№╢ ☻◒꜠꜡☻♅fi ꜡⸗♁☼ⱴⱩ ROMO⌐╟╢ ─

│ ≢№╢⁹ ╩ ⇔ ROMO╩ ⇔√ ╟╡ ⇔√

⌂╠┘⌐ ╩ ⇔√⁹ │ 18 1 17 ⁸ 74 ⁹ ROMO

│ 1 1 ⁸2 7 ⁸3 5 ⁸4 4 ⁸6 1 ≢№∫√⁹

⌐♥♩ꜝ◘▬◒ꜞfi⌐╟╢ 2 ╩ ∫√⁹ ╩ ⇔ ⌐≡ Ɽ

ꜝⱷכ♃כ╩ ⇔√⁹ MS/BS│ ≢ vs 7.8 vs 11.1 

(p=0.5139)⁸ ≢ 14.2 vs 28.7 (p=0.0070) ≢№∫√⁹ROMO │ ─

╩ ↕∑⁸∕─ │ ╟╡╙ ─ ⅜ ⅝ↄ ⌐⅔↑╢ ─ ™⅜

⇔≡™╢╙─≤ ⅎ╢⁹ 
 

 

⌐ ∆╢ ─  

 ☿fi♃⁸(1) כ  (2)  

  (1)⁸  (1)⁸  (1)⁸  (1)⁸  (1)⁸ 

 (1)⁸  (1)⁸  (1)⁸  (2)  

 

─ ⌐ ∆╢ ≤⇔≡⁸ ♦Ⱪꜞכ♪ⱴfi⅜ ╦╣≡⅝

√⅜⁸ │ ─ ⅜ ↕╣≡™╢⁹ ⁸ ⌐ ⇔⁸ ≢♦Ⱪ

╩ⱴfi♪כꜞ ╦∏⌐ ╩ ∫√ ⌐≈™≡ ⇔√⁹ │ 2016 8 2021

7 ╕≢⌐ ≢ ≤ ↕╣⁸ ≢ ╩ ∫√ 16

11 ⁸ 5 ⁸ 66 ⁸ כꜙꜞ◒☻ 13 ⁸ 3 ≢

№╢⁹ │ 123 ⁸ │ 152mL⁸ │ ≤

⅜ 1 ∏≈≢№∫√⁹ ⁸CRP⅜ <1.0mg/dl ∆╢╕≢⌐ ⇔√ │ 14

≢№╡⁸11 ≢ 30 ⌐ ⇔√⁹ ─ ⌐ ⇔≡⁸

│ ≢№╢≤ ⅎ╢⁹ 
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⌐ ∆╢ ─ 

 

   

         

    

⅛╠ ⌐⅛↑≡─ ╩ ∫√ ⅔╟┘ ⌐ ∆╢

≤ ה ─ ╩ ⇔√

9 ≤ 12 ⌐≈™≡ ה JOA☻◖▪

╩ ⇔√ │ 86 51 ≢ │⌂⅛∫√

⅔╟┘ ─ JOA☻◖▪│ ≢│∕╣∙╣ 23.4ה9.2 ≢ ≢│∕╣∙╣

18.5ה7.7 ≤ ⌐ ═ ⌐ ⇔≡™√ p < 0.001 ⅜ ≢│ │⌂⅛∫√

│ 39 ≢│ 86 ⌐ ═ ⌐ ⅛∫√ p = 0.01

≢ ╩ ⇔√ ≤ ⅛╠─ ⌐≡ ⇔√ ⅜ 1 №∫

√ ⌐ ∆╢ │ JOA☻◖▪╩ ⌐ ⇔

⌐ ═ ╩ ⇔√  
 

 

⌐ ∆╢  

   

       

 

ₒ ₓ ⌐⅔↑╢ ─ ╩ ⇔ ╩ ╠⅛⌐∆╢↓≤.  

ₒ ≤ 1x992 ⅛╠ 2019 ⌐ ╩ ⇔√ 16 ( 6 , 10 ), 53

(3₩78 ), │ :1 , :10 , 5 ≢№∫√. 8 (

9 )≤ 8 ( 3 ⌐ )⌐ ⇔√.  

ₒ ₓ │ ⅜ G1:5 ,G2:2 ,G4:1 , ⅜ G1:2 ,G2:1 ,G3:3

,G4:2 ≤ ≢ (G3,4)─ ⅜ ™ ≢№∫√. JOA☻◖▪(10.7

:4.8 ), (14.5 יִ :3.6 יִ )⌐⅔™≡ 2 ≢ ╩ ╘√( p < 0.01).2019

─ 2 ⌐ ⇔≡♥⸗♂꜡Ⱶ♪ ╩ ⇔√.  

ₒ ₓ50%(8/16)⅜ 3 ⌐ ⇔≡⅔╡ JOA☻◖▪ , ⅜

≢№∫√. ≢│ 2019 ╟╡ (G3,4)─ ⌐ ⇔≡♥⸗♂꜡Ⱶ♪

╩ ⇔≡⅔╡ ─ ⅜ ≢№╢.  
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─ ⌐⅔↑╢Ⱪ꜡♇◒ ≤ 

─ ─  

 1)  2) ☿fi♃כ  

 1) 2) 1) 1)  1) 1) 1)  

1)  

    

ₒ ₓ ⌐⅔™≡ Ⱪ꜡♇◒ ─ ⌐ ⇔ↄ ≢ ⅜ ≤

⌂╢↓≤⅜№╢. ─ │ Ⱪ꜡♇◒ ≤ ─ ╩ ⇔ ⌐⅔

↑╢ ╩ ∆╢↓≤≢№╢ ₒ ₓ │ 2018 4 ₩2021 3 ╕≢ ≢ , 

♥☻♩ ≈ ⅜ ≢ Ⱪ꜡♇◒╩ ⇔√ 141 ⱬ♇♪◘▬♪≢

Ⱪ꜡♇◒╩ ─Ⱪ꜡♇◒ ⌂╠┘⌐ ─Ⱪ꜡♇◒ ╩ ⇔√.ₒ ₓ

─Ⱪ꜡♇◒ │ 92.2%⌐ ╘ ─ ≤⌂∫√ ─ │ 75.2%⌐

╘√. ≤⇔≡ ⅜ 23.4%№∫√. ≤ 1 ─Ⱪ꜡♇◒ │∕╣

∙╣ 99.1%/96.3%  30.3%/93.9%∞∫√.ₒ ₓ ─ ⌐│

─Ⱪ꜡♇◒ ╟╡ 1 ─Ⱪ꜡♇◒ ─ ⅜ ⅜ ™. Ⱪ꜡♇◒ ─ ⌐ ⇔

™ │ ─ ⅜ ≢№╢.  

 

PLIF ⌐⅔↑╢ Expandable cage─

 

   
  ⁸  ⁸  ⁸  ⁸  ⁸  ⁸   

 

 ₒ ₓPLIF⌐⅔↑╢ expandable cage─ ╩ ⇔√⁹o ₓRISEᶸ Ti cage ╩ ™≡

PLIF╩ ∫√ 29 66.4 ⁸ 16.1 ⅛ ⁸31 ╩ ≤⇔√⁹o ₓ

⁸ ⅛6ה3 ⁸ ─ Lumbar lordosis LL ⅔╟┘ L1- 5 Cobb ⁸ ─

⁸ ⁸ ─ ╩ ⇔√⁹Cage─☺ꜗ♇◐▪♇ⱪ ⅜ ≢

⌂∫√ A 13 ≤ ∂≢№∫√ B 18 ≤≢⁸↓╣╠─ ╩ ⇔√⁹o

ₓ ─ ⅜ A ≢ ⅝™ ⌐№∫√⅜ ⌐ ≢│⌂⅛∫√ P = 

0.099 ⁹ 1 ⌐⅔↑╢ ─ ╕√│ │⁸A 9.1%⁸B

6.3%≢№∫√⁹o ₓExpandable cage─ wedging │ ⌐ ≢│⌂⅛∫√⅜⁸

™ ⅜ ≢⅝╢ ⅜ ↕╣√⁹ 
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⌐ ∂╢mechanical complication ─  

   

       

 

ₒ ₓ (ASD)─ ⌐⅔↑╢ mechanical complication (MC)─ ≤ ⅔

╟┘ ─ ≤─ ╩ ╤ ⅝⌐ ⇔√⁹ₒ ₓASD⌐ ⇔≡ ╡╩ ⇔⌂

™ ─ ╩ ⇔√ 32 ( 7 ⁸ 25 ⁸ 70.2

±8.2 ⁸ 45±15⅛ )╩ ≤⇔√⁹꜡♇♪ ⁸PJK⁸MC ⌐╟╢ ─

≢∕╣∙╣╩ 2 ⌐ ↑⁸ ⁸ ⁸ ⅔╟┘ ─ Ɽꜝⱷ⁸♃כ꜡♇

♪ ⌂≥╩ ⇔ ⇔√⁹ₒ ₓ꜡♇♪ ( 8 )│ PJA (UIV≤ 2≈ ≤

─ )⅜ ⌐ ⅝ↄ(p<0.01)⁸PJK (12 )│ TLK (T10- L2 )≤ TK⅜

⌐ ⅝ↄ(p=0.02⁸p=0.02)⁸ ⅜ ⌐ ⅛∫√(p=0.03)⁹ (7 )│ TLK⅜

⌐ ⅝⅛∫√(p=0.03)⁹ₒ ₓMC │ ╟╡╙ ╟╡ ─▪ꜝ▬ⱷfi♩─

⅜ ⅝™≤ ⅎ╠╣√⁹ 

 

 

⌐⅔↑╢ 3 ╩ ™√ 

▬fiⱪꜝfi♩╛ ┼─  

 

 ⁸  ⁸  ⁸  ⁸  ⁸  ⁸  ⁸   

 

ₒ ₓ ─ │⁸ finite element method: FEM ╩ ™≡

lateral lumbar interbody fusion: LLIF ⁸ posterior 

lumbar interbody fusion: PLIF) ⁸ transforaminal lumbar 

interbody fusion: TLIF) ─ ▬fiⱪꜝfi♩╛☻◒ꜞꜙכ ─ ⌐ ∂╢ ╩

∆╢↓≤≢№╢⁹o ₓL3- L5 ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸

⁸ ⁸ ⅛╠⌂╢ 3 ⸗♦ꜟ╩ ⇔⁸L4/5 ⁸L4/5☺כ◔⌐

⌐ ▬fiⱪꜝfi♩╩ ⇔⁸ ה ה ה ╩ ⇔√⁹o ₓ ▬fiⱪꜝfi♩

כꜙꜞ◒☻╛ ─ ⌐ ∂╢ │™∏╣╙ LLIF⁸PLIF⁸TLIF─ ⌐ ⅜ ⇔√⁹o

ₓ ╟╡ ╛ ⁸ ⌐ ╛ ─ ⅜ ▬fiⱪꜝfi♩╛☻

כꜙꜞ◒ ─ ⌐ ∂╢ ╩ ↕∑╢↓≤⅜ ↕╣√⁹ ╩ ∆╢ │⁸

∆╢ ⌐ ═≡ instrumentation failure ─ꜞ☻◒╩ ↕∑╢ ⅜№╢⁹ 
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─ ≤ ─  

    

  ⁸  ⁸  ⁸  ⁸   

    

ₒ ₓ ─ │⁸ ─ ⌐⅔↑╢꜡♇♪─ ⌐╟╡ ─

─ ⌐ ™⅜№╢⅛ ∆╢↓≤≢№╢⁹o ₓ ⌐ ⇔≡ ☻◒ꜞꜙ

כ ⌐╟╡ ╩ ∫√ 52 ╩ ≤⇔√⁹ ─ CT╩ ™≡⁸ ─

꜠ⱬꜟ─ sagittal diameter ⁸sternovertebral distance ⁸midline deviation ⁸vertebral 

translation ⁸thoracic rotation ╩ ⇔√⁹꜡♇♪─ ⌐╟╡⁸꜡♇♪╩ כꜙꜞ◒☻

Ⱬ♇♪⌐ ⇔√ A 28 ⁸꜡♇♪ ─♦Ᵽ▬☻╩ ™√ B 24 ─ ⁸╕√ ─

≢ Ɽꜝⱷכ♃╩ ⇔√⁹Mann Whitney─ U ⁸Wilcoxon─ ⅝ ╩ ™⁸

╩ 0.05 ≤⇔√⁹o ₓ ≢│⁸™∏╣─Ɽꜝⱷכ♃╙ ╩ ╘⌂⅛∫√⁹

≤╙∆═≡─Ɽꜝⱷכ♃⅜ ⌐ ⇔≡™√⁹o ╕≤╘ₓ ⇔√Ɽꜝⱷ⁸│♃כ

sagittal depth ⁸sternum deviation ╩ ∆≤↕╣≡⅔╡⁸™∏╣─ ╙ ─ ─

⅜ ⌐ ⇔⁸ ─ │ ∆╢≤ ⅎ╠╣√⁹ 

 

─ ◌♇♩ ─   

Ί ה ⌐ ∆╢ ╩ ⇔≡Ί 

  

  ⁸ ⁸ ⁸ ⁸  

 

ₒ ₓ ⌐│⁸ ╩ ℮ ╩◌♇♩∆╢ ⅜№╢⅜⁸∕─ ⌐ ∆╢

│ ⌂™⁹ ─ │ ≥ⱪכ♥ ◒ꜞ♇Ɽכ╩ ™≡ ⌐ ╩◌♇♩∆╢

G ╩ ⇔⁸∕─ ╩ ∆╢↓≤≢№╢⁹ 

ₒ ₓ ─ 9 ⌐ ⇔⁸ ⌐ ╩ ℮ ╩ ⅜◌♇♩⇔√⁹ ◒

ꜞ♇Ɽכ─╖╩ ™╢ C ≢ 4 ⁸G ≢ 5 ─ ╩◌♇♩⇔√⁹ ─

│ ─◌♇♩ ⁸◌♇♩ ⁸ ┼─ ≤⇔⁸ ⌐ ⇔√⁹ 

ₒ ₓ◌♇♩ ≢│ ⌐ ╩ ╘⌂⅛∫√⁹◌♇♩ │ C ≢ 104 ⁸G

≢ 149 ≤ ⌐ C ≢ ⅛∫√╙──⁸ ┼─ │ C ≢ 9.5g⁸G ≢ 1g≤ ⌐

G ≢ ⌂⅛∫√⁹ 

ₒ╕≤╘ₓG │ ─◌♇♩ ⅜ ™╙──⁸ ┼─ │ ⌂ↄ⁸ ─ ─

⅜ ╢ ≤⁸ ⌐ ─ ⅜⌂™≤™℮ ≢ ≢№╢⁹ 
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Ᵽ☻◔♇♩ ⱪ꜠כ♩╩ ™√ en- block ⅝  

  

- ꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfi⁸ ≤ ─ │ ⅛ -  

 
   

     

 )       )           

 

─ │ ⇔≡™╢⅜⁸ ─™╦╝╢ ⁸ ⁸

─ │ ↕╣≡™⌂™⁹ ⌐╟╢ ─ ╛ ꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfi ─

⌂≥⅜ ≤ ⅎ╠╣╢⁹ Ᵽ☻◔♇♩ ⱪ꜠כ♩│♅♃fi ≢ ⇔√ ╩ box

─ ≢ ⅎ╢√╘⁸ ⌐│ ⌂ ⅜ ╠╣╢⁹ ≢│⁸ ⁸ ╩

∆╢↓≤⌂ↄ en- block ⌐ ⌂ ⅜ ≢№╡⁸ ─ ╩ ⌂™⁹↓

─√╘ ⁸ ⁸ ⅜ ↕╣╢ ⅜№╢⁹ ⌐⁸ ⅛╠

⌂≥─ꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfi⅜ ⅎ╢√╘⁸ ↕╪─ ─ ╛

╙ ╘√ ⌐≈⌂⅜╢⁹ ≢│ ╩ ┘ ╩ ⌂∫≡™╢⁹ │∕─

19 10⁸ 70 ⁸ ⁸ ─ ≤ ⌐≈™≡ ═√™⁹ 

 

●▬♪ L5 Ⱪ꜡♇◒─ ─  

  

 ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸  

 

ₒ ₓ ●▬♪ Ⱪ꜡♇◒≢│ paramedian sagittal view ╛ ↕╠⌐ⱪ꜡כⱩ

╩ ┼ ↑√ paramedian sagittal - oblique view(SO view) ⅜ ↕╣≡™╢⅜ ≢─

│ ™ SO view⅛╠ ≤ ⌐⌂╢╟℮ⱪ꜡כⱩ╩ ↕∑ ⅛╠

≢ ⌂ paramedian oblique - oblique view(OO view) ╩ ⇔√ ₒ ₓOO view⌐⅔↑╢

L5 ≤ ⌐≈™≡ ∆╢↓≤ ₒ ה ₓ20 40 ─

15 ≈⅛כ◖◄ ╩ ╘╢╙─╩ ≤ ⇔√ ─ L5 ⌐≈™≡ SO view

⅔╟┘ OO view≢∕╣∙╣ ≢ L5 ⌐ ≤ ↕╣√╙─╩

≤⇔√ ₒ ₓL5 │ SO viewהOO view≤╙⌐ 100%(30/30 )≢№∫√ ≢

│ SO view OO view≤╙⌐ 100%(30/30 )≢ ≢№╡ ≢│ SO view│ 66.7%(20/30

) OO view│ 80%(24/30 )≢ ≢№∫√ ₒ OxO view≢│ ⌐╟╢ ≢

╟╡ ⅛≈ ⌐ ●▬♪ L5 Ⱪ꜡♇◒⅜ ≢⅝╢ ⅜№╢  
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⌐ ∆╢ ─  

 (1)  (2)   

 (3)   

(1) (2) (2) (2) (3) )  

 

ₒ ₓ TSCP Trans sacral canal plasty │ ⌐ ⅛

╠ ╩ꜟ♥כ♥◌√⇔ ™≡ ╛ ╩ ℮ ≢№╢ ≢│

⌐ ∆╢ ≤⇔≡ 2019 8 ╟╡ ⇔√  TSCP─ ≤∕─ ⌐

≈™≡ ∆╢ₒ ≤ ₓ │ 2019 8 ⅛╠ 2020 9 ─ ⌐ ≢ TSCP╩ ⇔

3⅛ ─ ╩ ∫√ 16 3⅛ ─ JOA☻◖▪ VAS

VAS╩ ⇔√ ₒ ₓJOA☻◖▪│ ≢│ 40- 70%⅜ 11 40% ⅜ 5

3⅛ ≢│ 70% ⅜ 6 40- 70%⅜ 5 40% ⅜ 5 ≢№∫√ VAS

VAS│ ╟╡ ≢ ╩ ╘√ 1 ≢ 1 ⌐ TSCP╩ ⇔√ₒ ₓ

TSCP⌐╟╡ ─ ╩ ╢↓≤⅜≢⅝√ ≢ ≢⅝ ≢№╢ TSCP│

⌐ ∆╢ ─ ≤⇔≡ ≢№╢≤ ⅎ╠╣√  

 

 

─  

כ ה ─  כ
  

 ủ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸  

 

ₒ ₓ OVF─ ≢№╢ ⁸ ─ ╣⌐

⇔⁸ ⌐ ╓∆ ╩ ⇔√⁹ 

ₒ ה ₓ OVF≢ 1 ⌐ ⇔ √ 206 218 ╩ ≤⇔√⁹

─ ⌐ ∂√ ╩ ⇔⁸ ─ ™⌐╟╢ ╩ ⇔√⁹ 

ₒ ₓA 50 13 ⁹ ╕≢ י1ִ 4 ≢─

│ 100 י⁸1ִ 9 ≢│ 44. ≢№∫√⁹B 30 50 33

י⁹1ִ 21 ≢│ 85.7 י⁸1ִ 12 ≢│ 75.0 ≢№∫√⁹C

30 149 י⁹1ִ 129 ≢│ 90.7 י⁸1ִ 20

≢│ 90 ≢№∫√⁹D ⌂⇔ 33 ⁹ ≤╙ 100 ≢№∫√⁹ 

ₒ ₓ ⅜ 30 ─ ≢│⁸ ⅜ ╣╢≤ │ ⅝ↄ ⇔⁸

ה ⅜ ≤ ⅎ╠╣√⁹ 
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BKP ⌐ ∆╢ ─  

1 ╖╝⅝ ☿fi♃2 כ ╖╝⅝   3   

     2  2  2   

2  3  

 

ₒ│∂╘⌐ BxKP ⌐ ⇔√ ⌐≈™≡ ╩ ∫√⁹o 2x015 1 ⅛╠ 2020

10 ─ ⌐ ≢ BKP╩ ⇔√ 72 79.0 ╩ ≤⇔√⁹ ⅛╠ ╕≢

─ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ 1 ⌐⅔↑╢ ⁸ ⌐≈™≡ ⇔√⁹

ₒ ₓ │ 15.8°⁸ │ 7.6°⁸ 1 ≢│ 9.6°≢№∫√⁹

│ 19.9°⁸ │ 11.9°⁸ 1 ≢│ 19.5°≢№∫√⁹ ╩ ⇔√ ≢

│%YAM⅜ ↄ 55.3 vs 69.1 ⁸ ⅜ ⅝ↄ 29.1° vs 17.3° ⁸

≤ ─ ⅜ ⅝⅛∫√ 13.9° vs 6.4 ° ⁹o ₓ ⌐ BKP

╩ ⇔≡╙ │ 1 ≢ ⌐ ╢√╘⁸ ⅝™ ⅜⌂↕╣╢╒≥

⅜ ⇔╛∆™≤ ⅎ╠╣√⁹ 

 

 

Ⱬ⸗☺♦ꜞfi ╩ ⇔√ double tumor ─  

   

      

 

ₒ ₓ ─ double tumor⁸⅔╟┘ ─ Ⱬ⸗☺♦ꜞfi │™∏╣╙ ≢№╢⁹

ₒ ₓ49 ⁹ ⌐ ─ ⅜№╢⁹ ⇔┘╣≤ ╩ ⌐ ╩

↕╣√⁹ MRI≢ L4⅛╠ ─ ⌐ ─ ⌂╢ 2≈─ ⅜╖╠╣⁸

╩ ∫√⁹ │∕╣∙╣ ≤ ≢№∫√⁹ ⁸ │ ⇔

≤⌂∫√⁹ ⌐ ⅜ ⇔⁸ Ⱬ⸗☺♦ꜞfi ≤ ↕╣√⁹ 4⅛ ⅛╠

─ ⅜ ⇔⁸MRI≢ ─ ⅜╖╠╣√⁹ ⅛╠ 9 ⅛ ⌐

╩ ™⁸ │ ≤ ⁸ ⅔╟┘ ≤ ↕╣√⁹o ₓ

─╟℮⌐⁸ ↕╣√ ⌂╢ ─ double tumor ─ │ ≢№╢⁹ Ⱬ⸗☺♦ꜞ

fi │⁸ ≢│ ╩ ℮ ≢─ ⅜ ↄ⁸ ≢│ ≢№╢⁹ 
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⌐ ∆╢ ⌐ ⇔  

♫ⱦ◕כ◦ꜛfi ⌐ ╩ ∫√  

   

      

 

 │ ╛ ⅜ ↓╡╛∆ↄ ⅜ ⌂ ≢№╢⅜⁸

─╙─│ ≤─ ⅛╠ ⅜ ≢№╢⁹ ₁│⁸ ♫ⱦ

fiꜛ◦כ◕ ⁸ ♫ⱦ ╩ ™≡ ⌐∕╣⌐ ∆╢ ─ ╩≈↑≡ ⇔ √

╩ ⇔√⁹62 ⁹ ╩ ⌐ ↕╣⁸ ≢ T6Ί9 ≤ ⌐ ∆

╢ ≤ ↕╣√⁹ ⌐ ╩ ™⁸ ≤ ≢ ╩

∫√⁹╕∏ ⅛╠ ≢♪♇꜡≥כꜙꜞ◒☻ ╩ ⇔√ ⁸ ─ ה

⅔╟┘ ╩ ⇔√⁹ ™≢ ♫ⱦ ⌐ T6Ί9 ─ 1/4 ╩ ⱡⱵ≢ ←╟℮⌐

⇔√⁹∕─ ≤⇔⁸ ⅜ ≢ ≤ ─ ╩ ⌐ ⇔

√⁹ 4 ≢ ╛ │⌂™⁹ ─ MPNST─ ⌐ ♫ⱦ⅜ ≢№∫√⁹ 

 

 

⌐ ⇔√ ─ 1  

  

        

 

72 ─ ≤ ≢ ⅛╠ ─ ╖≤

≤ ─ ╩ ╘√ RI≢│ T2 ≢

T1 ≢ Gd T1 ≢ ™ ╩ ℮ ╩ L3/4 ⌐

╘ L3 ─♄fiⱬꜟ ≤ ⇔ ≤ ╩ ⇔√⁹

≢ ⌐ ⇔√ ─ ≤⌂∫√ ─ │ ≢ ◙

ꜟ♩ⱪ꜡ⱨ▼fi ╩ ⇔ 7 ⅛ ≢ ╩ ╘≡™⌂™. ─

│ ≢ ⅜ ≢№╢⅜ ⌂ ╙№╡ ╙ ⌂ↄ⌂™ ⌐

╛ ⌂≥─ ╙№╢⅜ ◙ꜟ♩ⱪ꜡ⱨ▼fi ⌐╟╢

⅜ ↕╣≡⅔╡ ─ ─ 1≈≤⌂∫≡⅝≡™╢ ≢│ ╩ ╘≡™⌂™⅜

╙ ⌂ ⅜ ≢№╢  
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─ ─  

  

 ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸  

    

─ ⌐ ⇔≡ ╩ ∆╢ ⌐⅔™≡⁸ ⌐ ─√╘⌐ ⌐

∆╢ ⅜№╢⁹ ─ ╩ ⇔√ ─ 2 ╩ ∆╢⁹ 

C6- T4꜠ⱬꜟ─ ─ 2 ─ ⁹ ⁸ ⌐╟╢

≤☻Ɽ▬♫ꜟ♪꜠♫כ☺╩ ∫√⁹ ⁸ ⌐╟╢ ─ ⌐ ⇔≡

─ ╩ ℮╙⁸ │ ⇔ ╙ ─ ⌐ ∂≡ ⇔√⁹ ⌐╟

╢ ≤ ╡╟⌐♅♇fi⅛╠─Ⱪꜝ♇♪Ɽכ꜠♪ │ ⇔√⁹

atypical meningioma ─ ⁹ ⁸ ⌐╟╢ ≤☻Ɽ▬♫ꜟ♪꜠כ☺

╩ ℮╙⁸ 1 ≢ ⌐╟╡ ⇔√⁹ ╩ ™⁸ ⌐ ╠⅛fiכ꜠♪

─Ⱪꜝ♇♪Ɽ♇♅╩ ⇔√⅜ ⅜ ⇔√⁹ ╩ ⇔√ ⌐╟╡ │

⇔√⁹ 

 

 

⌐ ⇔√ ─  

 ☿fi♃כ   

  ⁸   

 

ₒ 1ₓ59 ⁸ ╟╡ ─ ╩ ⇔⁸ ╩ ╡ ⇔≡™√⁹ ≤

╩ ⇔⁸ │ TA MMT1≢№∫√⁹ │ ≢ ⇔≡™√≢⁹ MRI

≢│ ╠⅛⌂ ╩ ╘⌂⅛∫√⁹ MRI≢ ⌐ ╩ ╘√⁹

│ ⇔√⁹o 2ₓ54 ⁸ ─√╘ ⁹ │ TA

≢ MMT 3- 4─ ╩ ╘⁸ │ ≢ ⇔≡™√⁹ MRI≢ L4/5 ─

Ⱬꜟ♬▪╩ ╘⁸ ╩ ⇔√⁹ │ ⇔√⅜⁸ 2 ╟╡ ≤

─ ╩ ╘√⁹Ⱬꜟ♬▪ ╩ ™ ⌐ ⇔√⅜⁸ MRI≢ ⌐

╩ ╘√⁹ │ ⇔√⁹o ╕≤╘ₓ ⌐ ℮ │ ≢№

╢⅜⁸ ─ ≤⇔≡ ⅜№╢↓≤╩ ⌐ ™≡⅔ↄ ⅜№╢⁹ 
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Baastrupΐs disease ⌐╟╢ ─ 1  

  

         

 

│ 56 ≤ ╩ ≤⇔ ⇔√ ─ ATR

╩ ╘ MRI≢ L4/5 ⌐ T1 T2 ─ ╩ ╘ ≤ ⅜

↕╣√ ⌐╟╢ ⌐ ℮ ╩ ™ ≤ L4/5PLIF╩ ⇔√

≢│ ⌐ ⅜⌂ↄ ─ ─ ⌐ ⅜ ⇔√ │

≢ ≤ ⇔ ╛ ≤─ │⌂⅛∫√ │ ⇔ ≤⌂

∫√ ≢│ │ ≢ ↕╣ │ ─ ⌐ ╦╣≡™√

⅛╠ Baastrupΐs disease ⌐╟╢ ≤ ⇔√ │ ─ ⌂≥⌐╟╡

∆╢ ⅜ ⇔ ─ ⌂≥⅜ ≤⌂╢ ≤ ↕╣≡™╢ ─╟℮

⌐ ╩ ⇔ ╩ ⇔℮╢↓≤╙ ⌐ ↄ ⅜№╢  

 

╩ ⇔√┘╕╪ ⌐ ℮ 

─ - 1 -  

 

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ 

⁸  

 

ₒ ₓ┘╕╪ DISH ⌐ ℮ ⌐ ╩ ⇔√ ╩ ⇔

√─≢ ∆╢⁹ 

ₒ ₓ71 ─ ≢№╢⁹ │ ≢№╢⁹ 

⅛╠ ⇔≡ ⁸ ─√╘ ≤⌂╡ ⌐ ↕╣√⁹ CT╩

↕╣ DISH ⌐ ℮ 9 ⁸ ⁸⅔╟┘ ⅜ ╘╠╣√⁹╕√⁸

⅛╠ ⌐⅛↑≡ stanford B ⅜ ╘╠╣√⁹ │ ─

≤⇔⁸ ⌂ ─╙≤ ⅛╠ 23 ⌐ ╢╟⌐כꜙꜞ◒☻ ╩

⇔√⁹ │ 13 ╟╡ ⅜ ≤⌂╡ꜞⱢⱦꜞ ⌐ ⇔√⁹ 

ₒ ₓDISH╛ ⌐ ℮ ⌐⅔™≡⁸ ─ │ 1.3%⁸ │

60%≤ ↕╣≡™╢⁹DISH⌐ ℮ ≢│⁸ ∞↑≢⌂ↄ ─ ╙ ≢№╢⁹ 
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Ɫ꜡כⱬ☻♩╩ ⇔≡ ─ ╩ ∫√  

   

      

 

ₒ ₓⱢ꜡כⱬ☻♩╩ ⇔≡ ╩ ℮ ─ ╩ ∫√ ╩ ∆

╢.ₒ ₓ │ 66 ─ ≢№╢. ⌐ ⌂ↄ ≤ ⅜ ⇔√. ⅛╠ 5

⌐ ╙ ⇔√√╘, ≤⌂∫√. ≢ C5/6꜠ⱬꜟ≢ ─

≤ 37 ─ ╩ ╘, ─ ≤⌂∫√. ⌐ ◌ꜝ

כ ⅔╟┘ ╩ ⇔√. ─ ⅛╠ ╩ ⇔√. 

⌐╟╢ ≤ ⇔, Ɫ꜡כⱬ☻♩⌐╟╢ ≢ ─ ╩ ⇔√. 

2ﬞ ─ ≢ │ ⇔, ⅜ 22 ╕≢ ↕╣, C56ה ─ ⅜ ╠╣

√. ─ ≢ ⅔╟┘ │ ⅛∫√. ₒ ₓ ≢ ─

⅜ ≢⅝, ⌂ ≤ ⅎ╠╣╢. , ה ה ─ ⅜

╡, ⌂╢ ╩ ∆╢.  

 

 

⌐╟╢ Ⱬ⸗☺♦ꜞfi ⌐ ∆╢  

   

 ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸  

 

ₒ ≤ ₓ Ⱬ⸗☺♦ꜞfi ─ ─ ≈≤⇔≡ ⌐╟╢ ⌐

℮╙─⅜ ╠╣⁸ ⅛╠─ ⌐ ⇔ ⅜ ⌐ ≤↕╣╢⁹

⌐ ⇔≡ (◗▪♥♇◒☻®)⅝ ╖⌐╟╢ ╩ ⇔√ 2 ╩ ⇔√

─≢ ∆╢⁹o 1 5x8 ⁹ │ ≤ ─┤╠≈⅝⁹ MRI≢ │

≢№∫√⅜ T1 ⌐ ╩ ╘ ╩ ⁹ 1 ≢ ≤

│ ⇔√⁹o 2ₓ56 ⁹ │ ╡≤ ⁹T2/3 ⌐

╩ ╘ ╩ ⁹ 1 ≢ │ ⇔√⁹o ₓ ─ ↄ│

⌐ ∆╢⅜ MRI≢ ⌂ ╙№╢⁹╕√ │ ⌐ ⇔ ⌐ ╩

∆╢⁹ ⌐╟╡ ╛⅛⌐ ╩ ⇔ ╩ ↕∑╢↓≤⅜≢⅝ ≢№∫√⁹ 
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╩ ⇔√ ─ 1  

   

  

        

 

│ ─ ⌐ ∆╢ ≢№╢ ◒ꜝⱵ☺▪ ╩ ≤

⇔√ ─ ╩ ∆╢ ₒ ₓ18 ∆╢ ⅜№╡ ∕─

╩ ⌐ ╩ ⇔√ ≤⇔≡ ↕╣√⅜ ╙

⇔ ≤⌂∫√ ─ ⅜№∫√⅜ ≢ │ ↕╣∏

│ ∞∫√ WBCCRP│ ∞∫√⅜ ꜞ►ⱴ♩▬♪ CCP ─ꜞ►ⱴ

♅ │ ∞∫√ MRI≢ ⌐ ◦fi♅≢ ⌐

⅜╖╠╣√ Chlamydia trachomatis DNA ⅜ ⇔ ◒ꜝⱵ☺▪ ╩ ≤⇔

√ ≤ ⇔√ NSAIDs ☻♥꜡▬♪ ⌐╟╡ ⇔√ ₒ ₓ

╩ ∆╢ ⌐│ ╛ ─╖⌂╠∏ ╙ ⌐ →╢ ⅜№╢  
 

 

≢№∫√ ─  

   

 ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ₁ ⁸  

    

⌐ ⇔√ │ ≢№╢⁹ ╙ ≢№∫√ ─

─ ╩ ∆╢⁹ │ 21 ≢⁸ ⌐ ┼ ⇔ ⇔√⁹

⁸ ≤ ─ ⅎ⅜№∫√⅜ ─ ≢ ╠⅛⌂ ─ │⌂⅛

∫√⁹ ≢ ≤⌂╡⁸ ⅜ ╦╣√⁹∕─ ⁸ ₁⌐ ─

⅜ ⇔⁸L2/3 ─ │ ≤⌂∫≡™√⅜ ↕╣∏⁸ 96 ⌐ ≢ ⇔√⁹

102 ⌐ ⌐≡ L2/3 ╩ ↕╣ ≤⌂∫√⁹ │ ≢№∫√

⅜ ⅜№╡ ─√╘ │ ⌐ ↕╣≡™√⁹ 111 ⌐

╩ ⇔⁸ │ꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfi ⌐ ⇔√⁹ ⁸ ≢ ⌂ↄ

≤⌂∫√⁹ 
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Marfan ⌐ ⇔√ Chronic expanding 

hematoma─ 1  

   

       

    

Chronic expanding hematoma (CEH) │ ╛ ╩ ⌐ ₁⌐ ∆╢ ≢№╢. ₁│, 

Marfan ⌐ ⇔√ CEH─ 1 ╩ ⇔√. │ 62 , , 

≢ ⅜№╢. 49 ⅛╠ ≤ ה ≤ ⌐ MMT4─

⅜№∫√. ≢ ─ ≢ ╩ ╦╣√⅜ ⇔ ⌐

↕╣√. MRI ≢│ ⅛╠ ⌐ 9cm ─ ⅜№╡, T1, T2 ≢

⌂ , MRI≢│ ╩ ⇔√. ≢ CEH─ ⌐ ה ,⅜√∫

─√╘ CEH⌐ ∆╢ │ ⇔√. │ ≤ ≢ ⅛╠ ⇔

≡ ╩ ⇔√. , ≤ │ ⇔√⅜, │ ⇔√. CEH│

≤─ ⅜ ⇔ↄ, ⇔≡ ≤ ∆╢≤ ⅜ ⇔™√╘, ─ ה

⅜ ≢№╢.  
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  │ The Tohoku Spine Surgery Society ≤ ∆╢⁹ 

  │⁸ ╩  

  ⌐ ↄ⁹ 

  │ ⌐ ╩ ℮⁹ 

  ⌐ ⅔╟┘ ⌐ ─ ╩ ⅔ↄ⁹ 

  ⌐ 1 ╩⅔ↄ⁹ │ ₁ ⅜ ∆╢⁹ 

  │ ≤∆╢⁹ │⁸ ⌐ →╢ ╩ ℮⁹ 

  ─ ─ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

  ─ ─ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

  │ ∟ ╡≢ ⌐⅔™≡ ∆╢⁹ 

  ─ │ ─ ╟╡ ─ ╕≢≤∆╢⁹ 

  │ ─ ─ ╩ ⇔ ╩ ∆╢⁹ 

  │⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ╩╙∫≡ ⇔⁸ ─ ⌐ 

  ∆╢⁹√∞⇔⁸ ⅜ ≤ ╘√ ⁸╕√│ ─ 

  ─ ─ ⅜№∫√ ⁸ │ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

  ─ │⁸ ≤⇔≡ ╩ ≤∆╢⁹ 

 │⁸ ─ ╩ ⌐∕─ ⌐ ™ 

  ∆╢↓≤⅜ ╢⁹ 

  ─ │ ⌐ ↕╣╢⁹ 

  ─ │ ⅜ ⇔⁸∕─ │ ⌐ ╕╡⁸ ⌐ ╦╢⁹ 

  ─ │ ⌐⅔™≡⁸∕─ ─ ─ ╩ ≤∆╢⁹ 

  

 │  ╟╡ ∆╢⁹ 

 │ ⌐ ⇔√⁹ 

 │ ⌐ ⇔√⁹ 

│ ⌐ ⇔√⁹ 
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－東北脊椎外科研究会 優秀演題賞表彰規程－ 

 

下記の規程にもとづき、東北脊椎外科研究会において特に優秀な演題発表を行った者

を表彰し副賞を贈呈することができる。 

（１） 東北脊椎外科研究会において発表された演題のうち、最も優秀な発表を最優秀演

題賞として表彰する。被表彰者の年齢は問わない。また、筆頭演者が35 歳以下の

演題の中で特に優れた発表を若手優秀演題賞として表彰する。いずれも受賞回数

に制限を設けない。 

（２） 被表彰者は選考委員会において決定し、役員会で承認を得る。選考委員会は

会長、および会長が指名した委員２名、計３名で構成する。 

（３） 被表彰者に対して表彰を行い、副賞を添える。 

（４） この規程に定めのない事項については、会長がこれを定める。 

 

付 則 本規程は平成２４年１月２８日より施行するものとする。 

 本規程は平成２５年１月２５日に一部改訂した。 

  本規程は平成２８年１月３０日に一部改訂した。 

  本規定は平成２９年１月２６日に一部改訂した。 
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回 数 発 表 者 所 属 先 演 題

中 村 豪 東 北 大 学 腰椎変性側弯患者における歩行時背筋筋活動の左右差の検討

渡 辺 慶 新 潟 大 学 思春期特発性胸椎側弯症(AIS)に対する前方矯正固定術(ASF)の術後成績

庄 司 寛 和 新 潟 中 央 病 院 圧迫性頚髄症における末梢神経伝導検査の検討

福 田 恵 介 盛 岡 友 愛 病 院 腰椎後方除圧後の硬膜・神経根の圧痕

那 波 康 隆 仙台整形外科病院 腰椎椎間板のう腫のMRIにおける経時的変化―ヘルニアからのう腫そしてその後―

吉田　新一郎東 北 大 学 最近10年の当科におけるLuqueSSI法の経験

大 橋 正 幸 新 潟 大 学 転移性脊椎腫瘍に伴う進行性麻痺に対する手術成績  －術前歩行不能例の解析－

溝 内 龍 樹 新 潟 中 央 病 院 腰椎手術における抗凝固薬・抗血小板薬内服の影響

鈴 木 智 人 山形大学医学部 Mini nutritional assessmentを用いた脊椎手術の術前栄養評価

溝 内 龍 樹 新 潟 中 央 病 院 頚椎椎間孔拡大術後の骨性再狭窄の検討

山 部 大 輔 岩 手 医 科 大 学 化膿性椎間板炎に対する経皮的脊椎後方固定術の治療成績

木 村 竜 太 秋 田 大 学 腰椎固定術と除圧術後の腰痛，QOL，ADL，満足度の比較

赤 羽 武 山形県立中央病院 腰椎くも膜下穿刺後に下肢麻痺を生じた慢性骨髄性白血病患者の1例（ポスター）

田 中 利 弘 弘 前 大 学 胸椎脊柱靭帯骨化症再手術例の検討

及 川 諒 介 岩 手 医 科 大 学 成人脊柱変形に対する前後合併矯正固定術後ロッド折損の検討

澤 上 公 彦 新 潟 市 民 病 院 びまん性特発性骨増殖症に伴う頸椎頸髄損傷患者はなぜ生命予後不良なのか

山 部 大 輔 岩 手 医 科 大 学 脊椎転移に対する低侵襲手術における周術期合併症の検討

杉 田 誠
み ゆ き会 病 院
山形脊椎センター

骨粗鬆症性椎体骨折における厳密な安静管理による入院保存療法の治療成績

飯 田 純 平 秋 田 大 学 胸椎を分割した3次元筋骨格モデルを用いた脊柱後弯高齢者の椎間板内圧の検討

溝 内 龍 樹 新 潟 大 学 三次元不等方性コントラスト法を併用した拡散MRIによる頚髄後索の変性の評価

石 川 裕 也 新 潟 大 学 片側椎間関節切除に固定術を併用しない胸椎砂時計腫摘出術の中長期成績：多施設研究

和田簡一郎 弘前大学医学部 思春期特発性側弯症の呼吸機能と胸郭変形および筋量の関係

吉 村 広 志 西 多 賀 病 院
脊椎外科専攻医がopen術式より先に内視鏡手術を習得するための執刀医教育システムと
learning curveの検討

第３1回

優秀演題賞　受賞者一覧

第２５回

第２４回

第２３回

第２２回

第２１回

第３０回

第２８回

第２９回

第２７回

第２６回
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University of Hong Kong    Jong C.Y.Leong
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Jae-Yoon Chung, M.D.

do`qsldms ne qsgno`dchb tqfdqx gnmm`l mhudqrhsx dchb`k bgnnk+ nqd`

₳ 00₴0 12 ʺ - ǵǠǠȈȒ ƱƱƱƱ ϑ

Ḹּ̝ר Ƽ ǵ ǲ Ḣǯ Ǟǭƽ

ˬ ӣ̝אל ẎἶƱƱ Ʊᶮ◑Ʊϼ

₳ 01₴0 18 ʺ

Ḹּ̝ר ƼẀרר ǲᾍǠȒOEHEƽ

ṇẆ ◐Ẇ ƱƱ ῬƱ ʝ Ʊϼ

₳ 02₴0 16 ʺ ǲ ϑ ǲǫǋǭ

Ḹּ̝ר Ƽ ǵ ϑ ǵ ƽ

ꜘ ṐẎἶ ƱƱ ῇƱ Ʊϼ

₳ 03₴0 15 ʺ ♥ Ẁ◐Ʊ ɖɩɉȠ П ƲẆ Ʋ ǱɖɩɉȠ

Ʊ Ḹּ̝ר Ƽ ɵ ȠɧȢɟɱɆǵ ₡ǯ♥ ǵɛȢɱɆƽ

ɨɍɑɨɄɶȵɥɱᾐ ἶ ƱƱ ϽƱ Ʊϼ

₳ 04₴0 14 ʺ ♥ Ẏ ǵֻ̿ ƱƱ Ѽ ᶭὑ ǵֻ̿

Ḹּ̝ר Ƽ Ẏ ♥ǵ ₑ ǵ Ҙ̭ʤƲ ǯǤǵᾍ ƽ

ẎἶƱƱ Ʊᴇ◑Ʊϼ

₳ 05₴0 13 ʺ Ẇωר Β

Ḹּ̝ר Ƽ Ẇ ǵӾ ӣ ˗ ǿǵ ўǱᾍꜘǲǫǋǭ ƽ

ְ̃╓ Ṳ̝Ʊ╓ ṲƱƱ ƱʴƱϼ

₳ 06₴0 18 ʺ ᾛЃǵ ̊ʤ

Ḹּ̝ר ƼᾛЃǵ Ẇω Rohm`kƱhmitqhdrƱhmƱbghkcqdm(ƽ

Ẏἶ ◐Ẇ ἶ ↔ ƱJ sgƱCJƱKtjƱϼ

₳ 07₴0 17 ʺ ǵ ǯ

Ḹּ̝ר Ƽ ǲᾍǠȒ ᾛ͙ ǵ ǯ ƽ

₇ˬẎἶ ֥ Ʊ ◐Ẇ Ʊ ƱƱї Ʊ Ʊϼ

₳ 08₴0 16 ʺ Ἡ ɵ

Ḹּ̝ר Ƽ Ἡ ǵ ǯ ƽ

ˉ ᷇ Ʊ ƱƱʴ˝ƱʹƱϼ

₳ 1/₴0 15 ʺ

Ḹּ̝ר Ƽ ר ̱ ǵ ƽ

Ή ẎἶẎἶ ӣἶ Ʊ ◐Ẇ ἶƱ ƱƱ ƱϿ Ʊϼ

₳ 10₴0 13 ʺ ₑ ӓ

ɓȧɪȷɆְ̃ Ƽ ♥ ₑ ӓ ǲᾍǠȒЋק ᶿ ƽ

Ẏἶ ι Ʊ Ẇ Ʊ ⅛ ƱƱ′ԍƱ ẑƱϼ

₳ 11₴0 2/ ʺ ʥὄὑ ʥὄὑרș̢Ǎ

ɓȧɪȷɆְ̃ Ƽ ǯȢɱɓȧɶɞɇȱɱȹɱɆƽ

ǏǲȖ Ʊ ◐Ẇ Ʊ҇ ƱƱ̯ Ʊ ʹƱϼ

Ӕ Ẇ ̝Ʊ σʝ

1

2

3

4

5

51130

37

6

62114

4551

7

149

143 77 35

8

122 80 42

123

9

54

123 91

10 128 83 43

11

12

141 88 46

161

13

14

15

20

16

17

18

19

146

151

82 69

Ῥ ̝ ֻ
Ʊ
̯ Ʊҷ◑

6169

74 57
ʴẔ

ῇῴƱ

ӔẎἶ

ᶮѝƱ ʝ

ᶮ ῇ

֦′Ʊ ʢ

Ẏἶ

Ʊ ẑ

ῇ◐Ẏἶ

ẎῬƱ ◑

Ẏἶ

Ʊ ˘

╣ѼẎἶ

ῇƱᴇ

ῑ ӣ Ẏἶ

‖ Ʊ

ӔẎἶ

̯ Ʊᴫ

ӳ Ӕ

Ʊ ʝ

ʴẔ

КῇƱ ˘

ֻ

Ʊ ╣

ҥ

ӧ ƱϽ

Ў ⁸ ⁸

ƱẐ

῎ ӦἬ
Ʊ

Ў₮Ʊ ʝ

ẉ

˝Ʊ ͬ

4588145

136 98 41

76

78 46

131 72 65

158 102 65

142 106 60

╣Ѽ ꜠

ʢ Ʊ ẑ

179

174 80
Ẏἶ

Ὗ Ʊᾟʿ

ῇ◐Ẏἶӣἶ ι

˝Ʊὶ

171

63

5995



48 
 
 

 

₳ 12₴0 18 ʺ ᾛЃƲ ˲ Ẁ◐

ְ̃ᶮ ȹɱȽɶ 0 ƼᾛЃ Ẁ◐ǵ ƽ

ӣ ȹɱȽɶƱ ◐Ẇ Ʊ ƱƱὂ Ʊ ּƱϼ

1 Ƽ Ẁ◐ǵ ˎ℗ЃǒȐ ȅǮ ƽ

Ӳӣ ẎἶƱ ◐Ẇ Ʊʺ̑ ƱƱ ԍƱ Ʊϼ

₳ 13₴0 17 ʺ ǯṑ Ḣ

ְ̃ᶮ ȹɱȽɶ 0 Ƽ ɵ ǯ ѩș ǠȒʣ ǵ ר ὡǵ ƽ

Ӕҥ Ʊ ◐Ẇ Ʊ ˘ ƱƱͬ Ʊ Ʊϼם

1 ƼⱲᶦרκ ὡƽ

Ẇ ȹɱȽɶƱȹɱȽɶ ƱƱ Ʊ ẑƱϼ

₳ 14₴0 15 ʺ

ῬɑɣɶəɄɩ Ƽ Ẏ ǵǚȓǒȐƱ ꜘǯ șʴⱲǲ ƽ

֘ ◐Ẇ Ʊ ◐Ẇ Ʊ׀ ƱƱ₳ Ʊ Ʊϼ

₳ 15₴0 14 ʺ ᾍꜘșל ǠȒ

ְ̃ᶮ ȹɱȽɶ Ƽ ω ǲǑǘȒɒɁɆɓȧɶɩǯǤǵᾍ ƽ

ӦἬ Ʊ ◐Ẇ Ʊ ƱƱ̗ Ʊ∆ẑƱϼ

₳ 16₴0 20 ʺ ɵ ₴ƾ ƽӣἶ

ְ̃ɏɶȭɑɩ ƾʴ ₴ ῁ Ẁ◐ǿǵ Ẇ ӣǵǯȒȀǔᾍꜘǯǶ '1/04₴0 Ɏɶȶɥɱ(ƽ

ȹɱȽɶƱȹɱȽɶ ƱƱ Ʊ Ʊϼ

₳ 17₴0 2/ ʺ Ẁר ǵ ǯ Ʊ Ʊ ǵ Ʊ

ɓȧɪȷɆְ̃ ƼRtqfhb`k Rsq`sdfhdr hm Sqd`sldms ne Ktla`q Hmrs`ahkhshdr vhsg O`q`rohm`k Lhmhl`k Hmu`rhud @ooqn`b Ʊƽ

Eq`mbhr Bg- Jhkh`m-L-CƱROHMD BDMSDQ B`sgnkhb Gnrohs`k Jnakdmy+ Fdql`mx

₳ 18₴0 17 ʺ ɵ ǵẉ ᶥ

ɓȧɪȷɆְ̃ ר ɵ ǲᾍǠȒ ƱĚẉ ᶥ ͈șʴⱲǲɶ

ẎἶƱӣἶӣ Ʊ ◐Ẇ Ʊ ƱƱῇῴƱ ⱷƱϼ

₳ 2/₴0 16 ʺ ֻ̿

ɓȧɪȷɆְ̃ 0 ˲ ̊ ǵ Ẁ◐ ǯ to,sn,c`sd

Ẇ ȹɱȽɶƱȹɱȽɶ ƱƱ ′ƱᴇὊƱϼ

1 ӣ ǵ ǯᾍ ◐Ẇ ǵϼ ǲǯǪǭ ǪǭǑǔǦǋɨȷȭ ὃȑǵ ἶ

ẏḫẎἶ Ʊ ἶƱ ƱƱᾛ Ʊ╣⃰Ʊϼ

₳ 20₴0 15 ʺ ר ̱ ƱƱ ǵͪἭ

ɓȧɪȷɆְ̃ ר ̱ ǵ ǯ

Ẏ ⁸ ẎἶẎἶ ӣἶ Ʊ ◐Ẇ ἶƱ ƱƱʴ ƱӵˮƱϼ

ȵɱɛ Ƽ Ẇ ɪȶȷɆɨǵ ǯ˹♥ǵ ƽ

̉ᴇ1₴0 14 ʺ Ƽ Ẇ ǲ ǠȒ ⅛ ƽƼ ʥ ͈ǵ ƽ

ɓȧɪȷɆְ̃
ʝ ǒȐȠȩɅɝɁȭǱ ⅛ ș Ǟǭ
ƱƱƱƱƱƱƱƱƱƱƱƱƱƱƱƱƱƱƱ ר ̱ Ǳǰș͈ǲ

ј ʴẔ ƱƱ ῇƱ ╣Ʊϼ

̉ᴇ2₴0 12 ʺ Ƽ ȠɧȢɟɱɆ ƽ Ƽ Ẇ ƽ

ȨɱɧȢɱ σ Ẁ◐ ǵȲɶɩǶ Ǔⱳ ǯǠȒ ȮɫɶɎɩȠɧȢɟɱɆǵ ǮǉȒ

Ӳӣ Ẏἶ ◐Ẇ ʺ̑ Ʊ ⁸ ϼ

29 144 69 53

ὑӣ ˲ †̝
ְ̃ ◐Ẇ

Г Ʊ╣

27 153 93 74

ӣ ˲ ̝֘
╣Ѽ ꜠ Ʊ ◐Ẇ

ᾛ Ʊ

26 138 52 70

˲ҥϐ β∆

ҥ

ẰῇƱ⃰ʝ

25 155 74 64
ῇ◐Ẏἶӣἶ ◐Ẇ ἶ ↔

Ʊ ʝ

24 159 71 78
⁸

̗ Ʊ

23 119 77 58
Ῥ ӣ Ẏἶ

Ʊי ֶ

98

Ʊֲẑ
61112155

21
ῑ ӣ Ẏἶ

ῇῴƱβ
132

ῑ ӣ Ẏἶ ◐Ẇ ἶ ↔

ʣƱ

57

28 140 154 59

22

30 117 52 51

Џ Ẏἶ ˲
Ῥ ӣ Ẏἶ

Ẏ Ʊ ֶ

31

Ẏἶ᷂Ḣӣ ȹɱȽɶ
Ḩ℅

₳ Ʊⱬ



   46 
 

 



   46 
 

 


